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巧

ま

ざ

る

こ

と

で

は
あ

ろ
う

が
、

『
羅

文

居
士

病

中

一
件

留

』

(
以

下

『
一
件

留
』
と
略
称

す

る
)
に
お

い
て
、

羅
文

の
死
が

記
さ

れ
た
箇

所

は
、

記
録
全

体

の
丁
度
半

ば

に
あ
た

っ
て

い
る
。
故

に

「病

中

一
件
留

」

と

い

う
題
簸

題

は
、
前

回
紹

介

し
た
本

書

の
前

半
部

分

に
こ
そ
相

応

し

い
も

の

と
言

え
る

が
、
馬

琴

は
長
兄

の
死

を

も

っ
て
筆

を
欄

く

こ
と
は

せ
ず
、

そ

の
死

没
後

の
事
情

を

も
詳

し
く
書

き
留

め

て

い
る

の
で
あ

る
。

 

『
一
件
留

』

が
終
盤

に
近

づ
く

に
従

っ
て
、

記
述

に
著

し

い
疎

密

を
生

じ
、

そ

の
書

式

に
も

不
統

}
を

き
た

し

て
い
る

こ
と
は
既

に
触

れ
た

通
り

で
あ

る
。
前

半

の
記
述

は

、
何

が
し

か

の
資
料

に
整

理
を
加

え

た
も

の

で

あ

る

こ
と
が

明

ら

か
な

の
で

(
本
稿

第

三
節
参

照

)、

体

裁

が
よ

り
整

っ

て

い
る

こ
と
は
当

然

と
も

言
え

よ
う
。

そ

れ

に
対

し
て
羅
文

死

没
後

の
記

事

に
は
、
数

日
分

を

一
括

し

て
書

し

た
よ
う

な
箇
所

も
存

し

て
お
り
、

特

筆

す

べ
き
事

態

が
起

こ

っ
た
折

々

に
の

み
、

馬
琴

は

『
】
件

留
』

の
筆

を

執

っ
て

い
た
よ

う

で
あ

る
。

 
今

回
翻
刻

す

る
後
半

部

分

に
は
、
書

式

に
大

き
な
変
化

の
見

ら

れ
る
箇

所

を

二

つ
指
摘

し

得

る
。

こ
れ
ら

は

『
]
件

留
』

の
成
立

事

情

を
考

え

る

上

で
、

あ

る
程

度

の
示
唆

を
与

え

て
く
れ

る
も

の
と
思

わ
れ

る

の

で
、

以

下

に
簡
単

な
考

察

を
加

え

て
み
た

い
。

 
本

書

の
巻
頭

か
ら

八
十

丁
表

ま

で

(寛
政

十
年

八
月
十

九

日
～

十

月
十

三

日
)

の
記
述

に
お

い
て
、

日
付

の
下

の
干
支

・
天
候

は
朱

筆

を
も

っ
て

書

さ
れ

て

い
る
。

こ

れ
は
あ

る
時
点

で
、

干
支

と
天
候

が

一
括

し

て
他

書

か
ら
筆

写

さ
れ

た

こ
と
を
想
像

さ
せ
る
が

、
十
月

十

五
日
以

降

の
干

支

・

天

候
が

、
墨
筆

を

も

っ
て
書

さ
れ

て

い
る
こ
と
、

あ

る

い
は

こ
の
日

以
降

の
記
事

に
、

朱
筆

に
よ
る
訂

正
が

一
切
施

さ
れ

て

い
な

い
こ
と

な

ど
か

ら

も
、
馬

琴

は
十

月

十

三
日

の
前

後

に
、

ひ
と
た
び

『
一
件
留

』

の
整

理

・

再

読

の
機
会

を
得

た
も

の
と

思
し

い
。

 

ま

た
、

羅

文

死

没

の
翌

年

・
寛

政

十

一
年

に

お
け

る

二

丁
分

の
記

述

(九
十

五
丁
裏

以

下
)

は
、
前

年

の
記
述

と
は
書

式

の

み
で
な

く
、
筆

勢

に
も

か
な

り

の
変

化

を
見

て
取

る
こ
と
が

出
来

る
。
前

年

の
記

述

の
最
末

尾

に
は
、
山

口

・
柳
生

の
両

家
内

で
長
兄

の
名
跡

が

立

つ
目

処

を
付

け

た

こ
と

に
対

す

る
、

馬
琴

の
安

堵

が
感
じ

ら
れ

る

の
だ

が
、
翌

年

夏

に
至

っ

て
山

口
家

に

お
け

る
相
続

人

・
飯

野
斧
右

衛
門

が
出

奔
、
馬

琴

の
目
論

見

の

一
方

は
も

ろ
く
も
崩

れ
去

っ
た
。

そ
れ

の
み
な

ら
ず
、

父
親

の

一
周

忌

一45一



の
直

後

に
、
羅

文

の
娘

・
蔦

が
病

死

し
て

い
る
。

 

そ
も

そ
も

『
一
件

留
』

に
は
、
当
然

記

さ
れ

て

い
て
し

か

る

べ
き
羅

文

一
周

忌

の
模
様

や
、

そ

れ

に
伴

っ
て
深

光
寺

で
興
行

さ

れ
た

一
周
忌
追

善

百
韻

に

つ
い
て

の
記
述

が

一
切

見
え

て

い
な

い
。

そ

の
理
由

と
し

て
は
、

紙
員

の
不

足
も

想
定

で
き

る

で
あ
ろ
う

が
、
実

質
的

に
兄

の
名
跡

が
絶

え

て
し
ま

っ
た

こ
と

に
対
す

る
馬

琴

の
落

胆
が

、
何

よ
り
も

大
き

く
影
響

し

て

い
た

に
違

い
あ

る
ま

い
。

 
感

情
を
交

え

る

こ
と
が

少
な

く
、
至

っ
て
淡

々
と
し

た
印
象

を
受

け

る

寛
政

十

一
年

中

の
記
事

は
、
紙

員

の
不

足
を

予
期

し
た

か
の
よ

う

に
字

詰

め
が
密

で
あ
り

、
あ

る

い
は
蔦

の
死
没

後

に

一
括

し
て
追
加

さ
れ
た

も

の

か
も

知
れ

な

い
。
し

か
し

こ

の
二
丁

の
う

ち

に
も
、
各

事
項

の
冒
頭

に

お

け

る

コ

」

の
有

無
等

、
微

妙

な
書
式

の
変
化

が
見

て
取

れ

る
の

で
、

速

断

は
避

け

る

べ
き

で
あ
ろ

う
。

 

『
一
件
留

』

の
成
立

に
関

し

て
、
以

上
述

べ
来

た

っ
た
点

を
整

理

す

る

と
、

次

の
よ
う

に
な

る
。

(
一
)
羅
文

病
中

の
記

事

は
生

の
記
録

で

は
な
く
、

羅
文

死
没
後

に
改

め

て
ま
と

め
直

さ
れ

た
も

の
で
あ

ろ
う

こ
と
。

(
二
)

寛
政

十
年

十

月
十

三

日

の
前

後

に
、

馬
琴

は

『
一
件
留

』

の
整
理

・
再
読

の
機
会

を
得

た

で
あ

ろ
う

こ

と
。

(
三
)

『
一
件
留

』

の
記
録

は
寛

政
十
年

末
を

も

っ
て
、

ひ

と

た
び

締

め

く
く

ら

れ

る
は

ず

で
あ

っ
た

と
思

わ

れ

る
こ

と
。

(
四
)
寛

政

十

一
年

の
記

事

は
、
巻

末

の
余
紙

に
数

次

に
わ
た

っ
て
追

加

さ
れ
た

も

の

で
あ

ろ
う

こ
と

。

コ

件
留』

は 五

も
と

よ

り

『吾

仏

の
記

』
巻

一

(
八
十

三

丁
裏

)

に

も
記

さ
れ

て

い
る
よ

う

に
、

馬
琴

は
当
初

、
羅

文

の
上
役

・
西

田
仙
右

衛

門

の
次
男

・
千
代

吉

を
、
亡

兄

の
名

跡
養

子

に
迎
え

よ
う

と

し

て

い
た
。

し

か
し

こ

の
算
段

は
、

羅
文

の
主

君

・
山

口
直

良

の
変

心

に
よ

っ
て
頓

挫

し

て

い
る

(
『
一
件
留

』

八
十

二
丁

)
。

 

こ
れ

と
前

後

し

て
馬
琴

は
九
月
十

日

、
未
亡

人

の
お
添

か

ら
亡

兄

の
遺

児

・
蔦

を

ひ

き
取

り
、

乳
母

を
置

い
て
養

育

す
る

(
『
一
件

留

』

六
十

七

丁
表

)

一
方

、
十

一
月
四

日

に
は
柳

生
但

馬
守

家
臣

・
鈴

木

三
太

夫
誉
義

と
、

そ

の
次

男
房

五
郎

に
、
柳

生
家

内

で
羅
文

名
跡

を
立

て

さ

せ
る
相

談

を

ま
と

め

て

い
る

(八

十

三
丁
表

)
。

鈴
木

三
太

夫

の
妻

は
馬

琴
兄

弟

の

妹

・
秀

(旧
名
蘭

)

で
あ

り
、
羅

文

に
と

っ
て
房
五

郎

は
甥

に
あ

た

る
。

更

に
十

二
月
五

日
、
極

め

て
打
算
的

な

目
論
見

か

ら
、
山

口
家

に
お

け
る

羅

文

名
跡

を
志

願
し

た
飯
野

斧
右
衛

門

に
、
馬

琴
が

こ
れ

を
許

し

た

(八

十

七

丁
)

こ
と

に
よ

っ
て
、

羅
文

の
名

跡
は

三
流
を

生
じ

た
。

ち
な

み

に

『
一
件
留
』

の
記
述

(九
十

四
丁
裏

)

に
よ

れ
ば
、

馬
琴

は
後

々
、
房

五

郎

に
蔦
を

嬰
ら

せ

る
心
積

り
で
あ

っ
た

ら
し

い
。

 

か
た

や

「
名
跡

と
申

斗
」

と

さ
れ
た

飯
野

斧
右
衛

門

は
、

翌
年

正
月

に

妻

が

出
奔

し
、
五
月

に
至

っ
て
本

人
が

逐
電
、
山

口
家

内

の
羅

文
名

跡

は
、

い
と
も
呆
気

な

く
潰

え
去

っ
た
。

 

斧

右
衛

門

は
寛

政

十
年
十

二
月

十

三
日
、
馬

琴

に
対

し
て
自

身

の
親

類

書

を

差

し
出

し

て

い
る
。

『
一
件
留

』
の

こ
の
日

の
記
事

に
、
馬
琴

は

「
此

方
親

類

書

は
、

春

に
成

差
遣

し

候
積

に
御
座

候
」

(九

十
丁

裏

)

と
記

し

て

い
る
が

、

こ

こ
に
言

う

「
此
方

親

類
書

」

は
、

「
親
類

書

遠

類
書

」

と

し

て
現
存

す

る
。

 

奥

書

に

「
寛

政
十

一
未
年

正
月

」

の
年

記

と
、

「滝

沢
斧

右

衛
門

殿
」

と

い
う

先
方

の
名

前

が
記

さ
れ
た
、

こ
の

「親

類
書
遠

類
書

」

に

っ
い
て
、

一46一



=

件
留

』

に

は
触

れ

る
と

こ
ろ
が

な

い
。

そ

こ
で

『吾
仏

の
記
』

に
眼

を
転

じ

る
と
、

巻

一
の
中

に

「
や
が

て
斧
右
衛

門

を
は
、

そ

の
親

族

な
る

も

の

に
保

と

ら
し

て
、
滝

沢

の
家

の
親

戚
姓

名
貼

と
、
伯

兄

の
位
牌
等

を

取
復

し

つ

〉
、
義
絶

し

て
け

り
」

(
八
十
六

丁
裏

)
と
あ

っ
て
、

「
親

類
書

遠
類

書

」
は

ひ

と
た
び

斧
右
衛

門

に
差
し
出

さ

れ
た
も

の

の
、

同
人
義

絶

に
際
し

て
、

馬
琴

が
取

り
戻

し
た
も

の
で
あ
る

こ
と
が

知
ら

れ
る
。

 
次

い
で

八
月
十

四
日
、

元
来

病
弱

で
あ

っ
た
羅

文

の
遺

児

・
蔦

が
頓
死

し

て
、
羅

文

の
血
筋

が
断

絶

し
た
。

「
寛
政

十

】
己
未
年
十

月
十

三
日
絶

毫
」

の
日
付

の
あ

る

『笠

の
露

』

の
馬
琴
蹟

文

も
、
蔦

の
死

に
対

す
る
悲

哀

に

満

ち

て

い
る
。

屡

述

し

て
き

た
よ

う

に
、

『
一
件

留
』

は
蔦

の
死
を
記

し

て
欄
筆

さ
れ

て

い
る
が
、

夫

と
娘

に
相
次

い
で
先

立

た
れ
た
未

亡

人

の
お

添

は
、

翌
寛
政

十

二
年

四
月

に
再
婚

し
、
滝

沢
家

と

の
交

際

も
絶

え
た

も

の
と

い
う

(
『
吾
仏

の
記

』
巻

一
・
八
十

八
丁
表

)
。

 

頼

み

の
綱

と

も
言

う

べ
き
、
柳
生

家
内

に
お
け

る
羅

文
名
跡

も

、
享
和

年

間

に

お
け

る
鈴
木

家

の
凋
落

に
よ

っ
て
、
あ

え
な

く
潰

え
て

い
る
。
家

長

で
あ

る

三
太
夫

が
幽
閉

の
末

に
没

し

て
以
後

、

}
家

は
流
浪

を

余
儀

な

く

さ

れ
る
が

、
文
化

二
年

七

月
、
房

五
郎

は
山

口
家
家

臣

・
岡
嶋

氏

の
名

跡

を

継

ぐ

こ
と

と
な

っ
た
。

以
上

の
顛
末

は
、

『
吾

仏

の
記
』

巻

一

(
八

十

八

丁
裏
以

下
)

に
記

す

と

こ
ろ

で
あ

る
が
、

事
態

の
急
変

を
受

け

て
、

馬

琴

は
三
太
夫

に
託

し
た
羅

文
遺

品
を
、
房

五
郎

か
ら
取

り
戻

し
て

い
る
。

 

天

理

図
書
館

滝

沢

家
寄

託

書

「
滝

沢
家

々
譜

案
文

」

(
馬
琴

琴
嶺

等

遺

筆

遺

品

之
部

8
)

は
、

そ

の
中

に
含

ま

れ
て

い
た

も

の
で
あ

り
、

『
一
件

留

』
に

「
是

は
墓
右

衛
門

様
御

認

か
け
置
被

成
候

を
、

我
等

書
次

き
申

候
」

(九

十

一
丁
表

)
と

あ
る

よ
う

に
、
十

丁

ま
で
は
羅

文
、

十

一
丁
以

下

は

馬
琴

の
筆
跡

で
あ
る
。

 
木
村

三

四
吾
氏

は

「
馬
琴

の
本

箱
」
に
お

い
て
、

こ

の

「
羅

文
稿

家

譜
」

の

「
馬
琴
的

完
成

」

が

『吾

仏

の
記

』

で
あ

る
と

さ
れ
た

。

馬
琴

後
半

生

の
衿

持
を

支
え

た
、
家

系

に
対

す
る
強

烈
な
意

識

と
執
着

は
、
既

に

コ

件
留

』

の
中

に
も
露

呈

さ
れ

て

い
る
が

、
血
筋

の
存

続

と
家

系

の
穿

墾

は

馬
琴

に
と

っ
て
、
羅

文

の

「
御
存

生
之
御

宿
志

」

で
も
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

注
(1
) 

こ
の
追

善
百
韻

は
、

句
文
集

『笠

の
露
』

(早
大

図
書
館

曲
亭
叢

書

一
〇
九

 

 

番
。
翻
刻

は

『曲
亭
遺
稿
』

所
収
)

の
中
核
を
な
し

て
い
る
。

馬
琴
が
同

百
韻

 

 

の
趣
意
を

述

べ
た
、
十

四
丁

に
及

ぶ
感
傷
的
な
羅
文

伝
は
、

『
一
件

留
』

と
併

 

 

せ
見
る

べ
き
も

の
で
あ
る
。

(2
) 

天
理
図
書
館
滝
沢

家
寄
託
書
、
馬
琴
琴
嶺
等
遺
筆
遺
品
之
部

32
。
金
子
和
正

 

 

氏

「瀧
澤
家

寄
託
書
類

目
録
」

(ビ
ブ

リ
ア
38
、
昭
和

43

・
3
)

を
参
照

さ
れ

 

 

た

い
。

(3
)

前
回
解
題
注

2
に
同
じ
。
引
用
中

に
見
え
る

「伯
兄

の
位
牌

」
は
、
十

二
月

 

 

二
十
七

日

に
馬
琴

か
ら
斧
右
衛
門

に
譲
ら

れ
た
も
の
で
あ

っ
た

(『
一
件
留
』

 

 

九
十
五
丁
表
)
。

(4
) 

羅
文
三
回
忌
追
善

の
十
百
韻

『夢
の
秋
』

(寛
政
十

二
年

八
月
)

の
表
題
は
、

 

 

巻
頭

の

「寝

か

へ
り
て
三

と
せ
経

に
け
り
夢

の
秋
」

と
い
う
馬
琴

の
句

か
ら
取

 

 

ら
れ

て
い
る
が
、

こ
の
句
は
蔦

の
戒
名

「秋
夢
童
女
」

を
踏

ま
え
た

も
の
で
あ

 

 

ろ
う
。

『夢

の
秋

』
は
早
大

図
書
館
曲
亭
叢

書

一

一
〇
番

(翻
刻

は

『曲
亭
遺

 

 

稿
』
所
収

)。
同
叢

書

=

[
番

『羅
文
大

祥
忌
追
善
句
帳

』

の
体

裁
を
調

え

 

 

た
も

の
。

(5
) 

三
太
夫

・
房

五
郎
父
子

に
託
さ
れ
た
羅
文
遺

品
は
、
『
】
件

留
』
九
十

丁
裏

 

 

以
下

に
列

記
さ
れ
て

い
る
。
右
遺
品
中
、
馬
琴

が
苦

心
の
末

に
亡
兄

の
主
家

・

 

 

山

口
家

か
ら
取
り
戻
し

た

「波

の
鍔

の
両

刀
」

に
添
付

さ
れ
た
証
文

二
通
は
、

 

 

 
『
一
件
留

』
の
中

に
も
写

さ
れ
て
い
る
が
、
天

理
図
書
館
滝

沢
家
寄
託
書

の
中

 

 

に
、
「
腰
物

一
件
証
文
」

(馬
琴
琴
嶺
等
遺
筆
遺
品
之
部

8
)
と
し
て
現
存

す
る
。

 

 

両
刀
自
体

は
三
太
夫

に
よ

っ
て
質

入
れ
さ
れ
て
お
り
、

馬
琴
も
請

け
出

す

こ
と

 

 

が
か
な
わ
な

か

っ
た

と

い
い

(『吾
仏

の
記
』
巻

一
・
八
十

九
丁
表
)
、
辛
う
じ

 

 

て
証
文

の
み
を
取
り
返
し
得
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
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(6
) 

同
氏
編

『吾
仏

の
記
』

(昭
和

62

・
12
 

八
木
書
店
)
解
説
、
六
七

五
頁
。

凡
例

・
前

回

(本

誌
第

二
十

四
号

。
平

成

8

・
12
)

に
引

き
続

き
、

四
十
七

丁

裏

か
ら
最
終

丁

(後
表

紙
封

面
)

ま

で
を
翻
刻

紹
介

す

る
。

・
本

文

に
加

え

た
改
変

に
関

し

て
は
、

前
回

凡
例
を

参
照

さ
れ

た

い
。

た

だ

し
、
前

回
翻
刻

箇
所

と

の
記
述

形
式

の
相
違

か
ら
、
次

の
点

に
お

い
て
、

一
部

改
変

の
要
領

を
改

め

た
。

 

(
オ
)
本
文

中

の
合
点

や

、
日
付

の
下

に
記

さ
れ

た
干
支

・
天
候

は
、

八

 
 
十

丁
表

(十

月
十

三

日
)

ま

で
は
朱
筆

で
あ

る
が
、

こ
れ

ら
は
前

回

 
 

同
様

、

一
々
断

る

こ
と
を

し
な

か

っ
た
。

ち
な
み

に
十

月
十

五

日
以

 
 

降

は
干
支
標

記

が
墨

筆

と
な
り
、

朱
筆

に
よ
る
合
点

や
加
筆

訂

正

の

 
 

跡
も

見
え

な
く

な

る
。

 

(カ
)
本

文

中
、

細
字

・
割

書

・
傍

記

は

〔
〕

に
囲

ん
で

示

し
、

そ

の

 
 

い
ず

れ

で
あ

る
か
を

明
記

し
た

。

た
だ
し
、

金
高

や
人
名

等
を

列
記

 
 

し
た
覚

え

書

に
類
す

る
箇

所

に
お

い
て
は
、
右

の
如

き
操

作
を

施

す

 
 

と
著

し
く

原
態

を
損

す

る
た
め

、
あ

え

て
細
字

・
割

注

は
原
型

に
近

 
 

い
形

で
翻
字

し

た
。

こ
の
点

、

形
式

に
不
統

一
を
生

じ

た
が
、

ご
寛

 
 

恕
願

い
た

い
。

 
末
筆
で
は
あ
る
が
、
貴
重
な
資
料
の
翻
刻
を
御
許
可
下
さ
っ
た
滝
沢
精

氏
と
天
理
図
書
館
の
各
位
に
、
重
ね
て
謝
意
を
表
す
る
と
共
に
、
掲
載
の

予
定
が
大
幅
に
遅
延
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(か
ん
だ
 
ま
さ
ゆ
き
)

本
文

(承
前
)

○

へ
十
三
日
 
辰
晴

 
夜
明
候
に
付
、
久
吾
殿
宅
え
御
病
死
之
段
し
ら
せ
遣
候
。
程
な
く
久
吾

 
殿
被
参
候
。
頭
の
ま
げ
は
ち
け
居
候
に
付
、
如
何
被
致
候
哉
と
承
候
庭
、

 
今
朝
起
候
庭
、
物
も
さ
は
り
不
申
に
ま
げ
は
ち
け
候
故
、
籾
は
此
方
に

 
凶
事
有
之
候
哉
と
急
き
宿

へ
参
候
虞
、
御
死
去
之
由
承
り
、
驚
参
り
候

 
と
被
申
候
。
則
久
吾
殿
を
以
、
内
々
病
死
之
段
申
遣
し
、
跡
々
之
儀
可

 
然
差
図
可
被
下
段
、
仙
右
衛
門
殿
え
た
の
み
遣
候
。
依
之
仙
右
衛
門
殿

 
よ
り
跡
目
相
績
之
願
書
被
差
越
、
印
鑑
仕
可
差
出
[旨
]申
来
候
間
、
則

 
吉室
右
衛
門
様
御
印
形
い
た
し
、
久
吾
殿
を
以
差
出
候
。
願
書
左
之
通
。

 

(47
ウ
)

 
 
 
 
 
奉
願
候
覚

 
 
 
私
儀
、
先
月
中
よ
り
大
病
御
座
候
処
、
段
々
厚
御
憐
患
御
影
を
以

 
 
 
緩
々
養
生
仕
、
難
有
仕
合
奉
存
候
。
然
庭
至
此
節
病
気
段
々
差
重
、

 
 
 
中
々
全
快
可
仕
躰
無
御
座
候
。
若
養
生
不
相
叶
病
死
仕
候
は
、
御

 
 
 
慈
悲
を
以
名
跡
相
績
被
 
仰
付
被
下
候
様
仕
度
、
此
段
奉
願
候
。

 
 
 
右
之
段
宜
御
執
成
被
仰
上
可
被
下
候
。
奉
願
候
。
以
上
。

 
 
 
 
寛
政
十

〔細
字

・
午
〕
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八
月
十
二
日
 
 
 
瀧
沢
吉室
右
衛
門
 
印

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(48
オ
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
田
仙
右
衛
門
殿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
半
右
衛
門
殿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田
口
久
吾
殿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
堀
越
門
助
殿
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右
之
願
書
無
相
違
御
請
取
被
成
候
に
付
、
即
刻
久
吾
殿
よ
り
病
死
届
差

出
被
申
候
。

 
 
 
 
覚

 
 
瀧
沢
壼
右
衛
門
儀
養
生
不
相
叶
、
昨
十
二
日
夜
病
死
仕
候
。
依
之

 
 
此
段
御
届
申
上
候
。
以
上
。

 
 
 

八
月
十
三
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田
口
久
吾

右
之
届
相
済
候
に
付
、
即
刻
庭
々
へ
し
ら
せ
遣
申
候
。
(48
ウ
)

       一      一    一   一 一一

寧柳生
佃
馬
守
様
御
家
来

は
ま
丁

戸
田
騒

来

右
同
断

本
所
み
ど
り
町

ー
同
所
御
船
蔵
御
舟
手
同
心

長
田
ば
し
池
田
直
二
郎
様

繹か
う
し
町
織
田
内
膳
様

御
奥
女
中
局

麻
布
市
丘
衝
ば
し

ー

 

 

 

 

 

妹

智

 

鈴

木

三

太

夫

殿

お
秀
方
へは
別
段
清
君
衛
門
方
よ
り
文
遣
し
、呼
に遣
し
中
候
。

 

 
〔朱
書
)母

方
叔
母
聾
 
伊
藤
半
平
殿

従
弟
 
 
 
 
同
文
之
進
殿

お
添
殿
里
 
山
田
平
兵
衛
殿

叔
父
 
田
原
四
郎
右
衛
門
殿

右

之
通

し
ら

せ
遣
申

候
。

四
郎

右
衛

門
殿

に
は
、

に
付
、
難

参

候
間
、

追
而

可
被

参
旨

申
来

候
。

は
何
之

沙
汰

も
無

之
、
其

後

文
通

も
無

之
候
。

此

外

に
、

    一   一 一一

す
る
が
た
い

戸
田
大
学
様
御
家
来

同

断

小
石
川

八
木
セ
三
郎
様
御
家
来

外
さ
く
ら
田

酒
井
璽
墨
毒

来

同

兼
子
清
兵
衛
殿

 
 

鰐

お
も
せ
殿

 
 
 
一鱗

生
田
殿

駆

 
長
沢
忠
兵
衛
殿

 

嫡
孫
貞
五
郎
殿
大
病

清
兵
衛
殿
(49
オ
)
よ
り

松
居
藤
左
衛
門
殿
慰

豊
田
治
右
衛
門
殿
踏

遠
山
傳
左
衛
門
殿
凱

 
吉
岡
定
八
郎
殿
凝

此

人

々
は
年

来
俳

譜

之
友

と

て
、

別
而

御
懇
意

に
被

成
候

仁

に
付

、
乍

序

し

ら
せ
遣

候
。

吉

岡
氏

え
は

】
両

日
過
候

而
木
挽

丁

お
秀
方

へ
た

の

み
、

し
ら

せ

の
手

紙

差
遣
申

候
。

(
一
行
空

白

)

、
送
葬

は
今

十

三
日

七

ツ
時

と
相

極
、
其
段

深
光
寺

へ
申

(
49
ウ
)
遣

候

。

且
戒
名

え
羅

文

と
申

二
字

を
加

入
致
被

呉
候

様

に
和

尚

へ
た

の
み
遣
申

候
。

是
は

二
十
年

来

之
御

俳
名

に
て
人
も
存

居
候
故

、
吉
室
右

衛
門

様
思

召
を

差
斗

候
而
申

遣

候
。

無
程

回
向

之
所
化

参

り
法
号
持

参

、 

深
誉

勇
遠

羅
文

居
士

と
認

参

り
候
。

右
之

所
化

は
直

に
留
置

、
終

日
御

回
向

い
た

し
、
送

葬

之
節

先
供

被
致

候
。

一
、

四
ツ
時

頃

お
秀

参

り
申

候
。

房
五

郎
同
道

候
。

一
、
輿

之
儀

井
入
棺

之

儀
、

仙
右

衛
門

殿
迄
相

願
候

所
、

其
通

に
可

仕
旨

申
来

候

に
付
、
宅

に
而
入

棺

も

い
た

し
候
。
尤
清

右
衛
門

入

棺

い
た

し
、

小
頭

宇

八
殿
手

傳
被

申
候

。

、
先

刻
被

参
居

候
所

化

、
則

こ
う

ぞ
り

い
た
し
候

。

(50

オ
)

、
壱

番
之

瓶

え
御
遺

骸

相
納
申

候
。

尤

ま

つ
こ
う

に
て
清
申

候

。
内

え

御

き
せ

る
、

た
ば

こ
、
俳

譜

の
懐
紙

、
観

音
之
御

影

二
枚
、

御
病

中

御

信
仰

被
成

候
稲

葉

山

の
地
蔵

の
御
影

入
遣

申
候
。

、

若
黛
、

草
履

取

、
鎗

挟
箱

輿
持

之
陸

尺
五
人

、
挑
灯

持
弐

人

。
大

小

は
若
黛
持

之

、
御

輿
之

脇

へ
付
添
申

候

。

、
 

清
右
衛
門
、
草
履
取
挟
箱
に
而
供
い
た
し
候
。

一一
、

伊
藤
文

之
進

殿

、
鎗

挟
箱

若
黛

、
草

履
取
召

つ
れ
供
被

致
候

。

一
、

鈴

木

三

太

夫

殿
、

右

同

断

。
但

足

痛

に
付
、

駕

に
而

供
被

参

候

。

 

(
50
ウ
)

、

田

口
久
吾

殿
、

若
窯

、
草

履

取
召
連

供
被

致
候
。

此
外

出

入
之

町
人
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弐

人

〔割

書

・
大

和

屋
清

兵

へ
 

い
せ
や

喜
七

〕
、
清

右
衛

門

懇
意

之

 
町
人

十

一
人
、

以
上
十

三
人

寺
迄
参

り
申

候
。
送

礼
之

供
人

数
以

上

三

 
十

五
人

に
御

座
候

。

一
、
山

田
平

兵
衛
殿

風
邪

之
由

に
而
、

同
人

養
母
悔

に
被

参
、

一
両

日
逗

 
留
被

致
候

。

一
、
葬

礼
前

、
仙

右
衛
門

殿
拝

に
被
参

候
。

一
、

お
百
、

子
供

三
人

召
連
勤

い
た
し
候
。

一
、

七

ツ
時

出
棺

い
た

し
、

日
暮
頃

法
事
相

済
、

暮
六

ツ
時
過

帰
宅

い
た

 
し
候

。

へ
但
跡

梯

は
後

性
院

を
招
申

候
。

百
文

一
升
被

遣
候

。

一
、

ま
ん

じ
う
、

い
ま
さ

か
餅

百
程
寺

へ
持

参
、

送
葬

に
立
候

(
5ー
オ

)

 
町

人
中

へ
差
出

、
所
化

衆

へ
も
遣

し
申

候
。

一
、
松

右

衛

門

え
弐

百
文

と

ら

せ
申
候

。

[
穴
]

堀
之

男

へ
別

段

に
酒

代

 
五
十

文
差

遣
申

候
。

一
、
今

晩

お
秀
、

房
五
郎

、
平

兵
衛

殿
養

母
止
宿

い
た
し
候

。

○

へ
十

四

日
 
巳

雨

[夕

方
]
雷

 
今

日

お
秀

帰

り
申
候

。
尤

[
初
]
七
日
逮

夜

に
又

々
参

り
候
筈

。

一
、

此
節
清

右
衛

門

日
々
参
、

万
事

世
話

い
た
し
候
。

一
、
今

日
養

子
之

儀
内

々
相
談

致

し
候

へ
と
も
、

決
着

不
致

候
。

諸

々
親

 
類
中

よ

り
も
兎

角
世

話
行

届
兼

候
問
、

万
事

清
右
衛

門

一
存

に
而
可

然

 
取

斗
候
様

申
来

候
。

○

へ
十
七

日
 
申

晴

(
5ー

ウ
)

 
今

[日
]
初

七

日
逮
夜

に
付

茶
飯

い
た
し
、
病

中
世
話

に
成

候

人

々
え
振

 
舞

申
候

。
久
吾

殿
料

理

い
た

し
被
呉
候

。

一
、

お
ひ
で
、
房

五
郎

同
道

に
而

参

り
申

候
。

尤

一
宿

い
た
し

候
。

一
、
半
平

殿
よ

り
外
姑

被
参

候
。

尤

一
宿

い
た
さ

れ
候
。

      今
銀 銀 野 金 金金 日
三 三 菜 弐 讐 三 慮
匁 匁 料 朱 合 分 々
壱
分

., 褒 音

    物茱

    左
    之
    通
    O

 

一 

い
ま

さ
か
餅

 
小
一
重

一 

か
し

は
も

ち
 
小
一
重

一 

茶

 
小

袋

二

一
 

さ

つ
ま

い
も

 

一
盆

一 

あ

ふ
ら
あ

け
 
小
一
重

一 

茶

 
角

袋
小

二

一
 

せ

ん

こ
う

 
五

わ

一 

柿
 

三
十

一 

長

せ
ん

こ
う
 

五
わ

一 

あ

わ
雪

と
う

ふ
 
大
一
重

(以
下

頭
書

)

へ
此

外
清

右
衛

門
方

へ
も

ら

ひ
候

品

々
。

一 

干
菓

子
 

二
重

つ
く

い
も
 

一
盆

殿
様
よ
り
久
吾
殿
を
以
、
回
向
料
と
し
て

被
卜
候
.
一
統
難
有
御
礼
申
i
候
.

 
 
 

伊
藤
半
平
殿

 
 
山
田
平
兵
衛
殿

 
 
鈴
木
三
太
夫
殿

永
田
ば
し
お
も
せ
様

 
 
長
沢
忠
兵
衛
殿

 
 
 
 
 
 

(52
オ
)

 

松
居
藤
左
衛
門
殿

 

豊
田
治
右
衛
門
殿

 

遠
山
伝
左
衛
門
殿

覆
高
橋
半
右
衛
門
殿

 

漿
中
村
平
四
郎
殿

 
 
 

田
口
久
吾
殿

 
 
 
 
 

施徳

の

 

 

 

同
人
姉
松
平
玄
蕃
頭
様

 

 

 

 

 

 

御
家
中

 

 

 

 

 

深

光

寺

 

 

 

清
右
衛
門
r
供
よ
り

 

 

 

 

 

 

f
け申
候

 
 
中
村
や
惣
右
衛
門

 
 
い
せ
や
久
右
衛
門

 
 
有
馬
や
与
惣
兵
衛

右
三
軒
よ
り
参
り
申
候

 
 
 
家
主
 
清
五
郎

一50



 

一 

㎏
牌
. 

一
重
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本
楊
庵
様

 

一 

さ
つ
ま
い
も
 

一
盆
 
 
 
 
山
本
様
お
く
に
て
 
お
さ
と
殿

 
右
い
つ
れ
も
御
す
わ
け
い
た
し
、
ほ
り
と
め
へ
差
遣
申
候
。

(頭
書
以
上
)

一
、
今
夕
深
光
寺
よ
り
回
向
之
所
化
壱
人
招
申
候
。
尤
非
時
振
舞
申
候
。

 
布
施
百
文
差
遣
し
申
候
。
(52
ウ
)

一
、
小
頭
梁
田
宇
八
殿
夫
婦
病
中
世
話
に
相
成
、
且
宇
八
殿
入
棺
之
節
手

 
傳
呉
候
に
付
、
宇
八
殿
え
木
綿
[古
]
ひ
と
へ
物
壱
か
た
み
に
遣
し
申
候
。

一
、
宇
八
殿
妻
謝
礼
之
儀
は
、
墓
右
衛
門
様
御
病
中
に
申
上
候
通
、
清
右

 
衛
門
方
よ
り
金
弐
朱
遣
申
候
。
お
き
く

へ
も
鳥
目
三
百
銅
、
明
日
香
葵

 
に
い
た
し
候
様
に
と
申
、
清
右
衛
門
方
よ
り
差
遣
し
申
候
。
達
而
辞
退

 
に
候

へ
と
も
、
無
理
に
差
遣
し
申
候
。

 
外
に
 
百
文
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 発
毒
嬰

偲

 
 
 
 
弐
百
五
十
文
 
 
 
 
 
 
 
 
 

腰
五
人
之
供
へ
酒
代

 
右
之
通
、
宇
八
殿
え
清
右
衛
門
方
よ
り
相
渡
申
候
。

○

へ
十
八
日
 
酉
晴

(53
オ
)

 
今
日
初
七
日
に
付
、
皆
々
寺

へ
参
詣
い
た
し
候
。
お
そ
え
殿
、
お
つ
た
、

 
清
右
衛
門
井
妻
子
供
三
人
、
お
ひ
で
、
房
五
郎
、
お
き
く
、
は
ま
町

 
外
姑
供
人
と
も
十
三
人
程
参
り
候
。
久
吾
殿
も
跡
よ
り
被
参
候
。
尤
深

 
光
寺
に
而
支
度
出
申
候

〔割
書

・
但

】
汁
三
菜
〕。

 
 
 
深
光
寺
え
遣
候
目
録
覚

 

一 

金
百
疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深
光
寺
和
尚
え

 

一 

金
弐
朱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
嚢
.富
四
人
之
所
化
え

 

一 

三
百
文
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 迎
之
所
化
衆
え

 

一 

百
文
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ろ
う
そ
く
代

弐
百
文

金
弐
朱

一 

金
弐
朱

一 

金
百
疋

 
 
 
〆
 
三
分
二
朱
と
六
百
文

外
に
香
璽
之
覚

         一       一      一    一   一 一一

弐
百
文

弐
百
文

銀
壱
包

百
文

百
文

銀
壱
匁

銀
壱
包

 
 
穴

ほ

り
之
男

え

 
 
道

具
引

か

へ
代

 
 

 
 
 

 

(
53

ウ
)

 
 

 
 
今
日
参
讃
之
人
々

 
 

 
 
 

 

嚢

百
ケ
[日
]迄
法
事
料

 

一 

銀

壱
包

一
、

今

昼
後

、
生

田
殿
被

参

、

一
宿

被
致

候
。

菓
子

 
参

〕
被

致
候

よ

し
。

一
、

今
夕

お
ひ

で
、

は
ま
町

姑

か

へ
ら

れ
申
候

。

○

へ
十

九
日
 

戌

雨

 

お
添
殿

被
申

候

は
、
墓

右
衛

門
様

御
用

役
も

被
成
御

勤
、

跡

々

に
至
養

 

子
等

い
た
し
、
自

分

世
話

い
た
し
候
而

は
、

御
家
中

大
勢

之

人

に
気
兼

 

い
た

し
候

も
難

渋

に
可
有

之
候
。

い
つ
れ

日
か
ら
立

候

は

》
、

里

へ
帰

 

り
申

度

よ
し
被

申
候

に
付

、
尤

之
儀

に
存
候

、

い
つ
れ
追

々
相
談

可
仕

 

旨
申

置

候
。

(
54
ウ
)

 
 
お
そ
え
と
の

清
右
衛
門
家
内

 
 
 
 
お
ひ
で

 
 
 
 
お
き
く

 
 
は
ま
町
外
姑

永
陛
し
お
も
せ
様

 
 
田
口
久
吾
殿

 
 
 
 
 
(54
オ
)

こ
う
じ
町
生
田
殿

〔割
書

・
小

一
重
持

一51一



、
今

日
山

田
平

兵
衛
殿

悔

に
被
参

、
跡

々
之
儀

も
及
相

談
候
。

清

右
衛

門
申
候

は
、
お
添
殿

御
儀

は
其
御
親

類
方

思
召
も
可
有

之
儀

に
候

へ
は
、

拙
者
方

よ

り
否

可
申
様

無

之
候

へ
共
、
相

績
之
儀

は
幼

年
之
養

子
お

つ

た
見

立
遣

し
申

度
候

。

お
添
殿
御

存
寄

も
、
兎
角

里

へ
御
帰

り
被

成
度

由
被

仰
聞

候
。
尤

御

と
し

若
之
儀

に
も
有

之
候
間

、
先

へ
寄

候
而

は
、

又

々
御

相

談
も

可
有

之
儀

と
存
候

。

お
添

殿
其
御

方

へ
御
引

取
被

成
候

に
於

て
は

、

お
蔦

迄
御

世
話

か
け
候
も
あ

ま

り
心
な

く
候
間

、

お

つ
た

事

は
清
右
衛

門

方

え
引

と

り
養
育

可
仕
候

。
伜
鎮

五
郎

を
里

に
出

し
、

お

つ
た
を
妻

に
育

さ
せ
可
申

哉

と
も
存
候

。
勿
論

お
そ
え
殿

(
55
オ
)
御

儀
は
兎
角

思
召
次
第

に
御
座

候

へ
と
も

、
女
子
な

か
ら
お

つ
た
儀

は
跡

々

へ
残

し
置
、

皇
右

衛
門

存
念

を
も
遂

申
度

よ
し
申

候

へ
は
、

平
兵

衛
殿

被
申
候

、
委

細
御

尤

に
奉
存

候
。

猶
又

お
そ

え
、

生

田
井
親

類

と
も
相

談

い
た
し
御

挨

拶
可
仕

候

と
被
申

、
帰

り
被
申

候
。

、
松

居
藤

左
衛

門
殿

〔細
字

・
自

得
〕
悔

に
被
参

候
。

其
後

豊

田
治

右

衛

門

〔細

字

・
蘇
山

〕
、

遠

山
傳

左
衛

門
殿

も

悔

に
被

参
候

。
吉

岡

定

八
郎

殿

〔細

字

・
雪

碇
〕
、
清

右

衛
門

方
迄

悔

に
被

参
、

追
悼

之

畿
句

手
向

呉
候

へ
と
て
持
参

被

致
候
。

、
今

夕
方

、
清

右
衛

門
三

太
夫
殿

へ
相
談

に
参

り
申

候
。
右

は
二
男
房

五
郎

を
養

子

に
致
度

相
談

に
及

ひ
候

へ
と
も
、

(
55
ウ
)
他
家

へ
は
出

し

か
た
く
候

間
、

柳
生
様

御

屋
敷
中

に
て
皇

右
衛

門
様
御

名
蹟

継

せ
候
儀

は
、
随
分
相

談

可
致
旨

被
申

候

に
付
、
其

義
も
追

而
相

談

い
た

し
度
旨

、

か
け
合

置
申

候

。
其
後

も

清
右
衛

門

又
々
参

り
、

お
秀

へ
何

角

之
事

相

談

い
た
し

候
。

、

宇

八
殿

妻

、
今

日
ぎ
り

に
て
帰
し
申

候
。

お
き

く
事

は

い
ま
た
参

り

居

世
話

い
た

し
候
。

、
相
績
養
子
之
儀
、
伜
鎮
五
郎
を
と
存
候
得
と
も
、
い
ま
た
あ
ま
り
幼

年
に
付
、
其
儀
相
願
か
た
く
候
に
付
、
同
役
西
田
仙
右
衛
門
殿
儀
は
、

皇
右
衛
門
様
御
入
懇
之
人
と
申
、
殊
に
深
切
之
人
に
御
座
候
間
、
右
仙

右
衛
門
殿
二
男
千
代
吉
殿
、
當
年
(56
オ
)十

一
才
に
相
成
、
弐
両
壱
人

扶
持
被
下
候
而
、
御
伽
勤
被
居
候
。
此
千
代
吉
殿
を
養
子
に
い
た
し
申

度
、
久
吾
殿
を
以
内
々
申
込
候
庭
、
仙
右
衛
門
被
申
候
は
、
千
代
吉
儀

も
先
達
而
高
橋
半
右
衛
門
殿
よ
り
も
養
子
に
貰
申
度
よ
し
、
出
入
之
町

人
い
せ
や
喜
七
を
以
被
申
込
候
得
と
も
、
堅
断
申
候
。
其
外
同
家
中
よ

り
申
込
候
輩
有
之
候
得
と
も
、
い
つ
れ
他
を
か
せ
が
せ
申
度
存
寄
に
付
、

断
に
及
候
。
皇
右
衛
門
殿
入
懇
と
申
、
當
時
差
か
〉
り
候
儀
に
而
御
こ

ま
り
も
可
被
成
候

へ
共
、
右
体
之
儀
に
而
早
速
御
挨
拶
も
い
た
し
か
た

く
候
。
い
つ
れ
と
く
と
勘
弁
之
上
、
挨
拶
可
申
旨
被
申
候
。
其
後
清
右

衛
門
両
度
迄
仙
右
衛
門
殿
宅
へ
参
り
、
養
子
之
儀
相
た
の
み
(56
ウ
)候

へ
共
、
右
同
様
之
挨
拶
に
御
座
候
。
其
上
近
々
仙
右
衛
門
殿
御
知
行
大

和
へ
検
見
に
護
足
被
致
候
に
付
、
殊
之
外
取
込

に
候
間
、
追
而
帰
府
之

後
相
談
に
い
た
し
度
旨
被
申
聞
候
間
、
無
是
非
其
儘
に
打
過
申
候
。

、
右
養
子
之
儀
に
付
、
殿
様
に
も
思
召
も
有
之
候
哉
[
の
]様
に
仙
右
衛

門
殿
被
申
候
に
付
、
久
吾
殿
御
内
々
に
而
思
召
も
有
之
哉
之
旨
奉
伺
候

庭
、 

殿
様
被
仰
候
は
、
何
も
存
寄
は
無
之
候

へ
と
も
、
い
つ
れ
幼
年

之
娘
見
立
遣
し
度
存
寄
に
可
有
之
候

へ
は
、
あ

へ
て
差
急
き
候
に
も
及

申
ま
し
く
候
。
い
つ
れ
仙
右
衛
門
出
立
前
願
書
等
差
出
候
儀
に
も
及
ま

し
く
、
仙
右
衛
門
帰
府
後
ゆ
る
く

願
候
様
に
と
被
 
仰
候
由
御
座
候
。

(
57
オ
)

、
平

兵
衛

殿
其

後
被
参

候

。
先

日
清
右

衛
門

[
申
候

]
旨

、

}
統
尤

に
存

候
。

い
つ
れ

お
添
事

は
平

兵
衛
殿

方

へ
引

と
り
申
度

候
。

夫

に
付

、

お
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つ
た
事
い
ま
た
乳
も
は
な
れ
不
申
儀
に
候

へ
は
、

一
両
年
は
お
添
そ
た

て
申
度
よ
し
申
聞
候
。
是
又
尤
之
儀
に
付
、
左
様
可
致
と
存
候
。
お
つ

た
養
育
手
当
之
義
は
、
養
子
相
極
候
上
に
而
相
談
も
可
有
之
哉
に
申
さ

れ
候
間
、
猶
追
々
相
談
可
致
旨
申
置
候
。

、

一
体
壷
右
衛
門
様
、
打
績
御
不
如
意
に
被
成
御
座
候
其
訳
は
、
先
年

天
明
五
年
御
浪
人
中
 
御
母
公
様
被
成
御
死
去
、
翌
年
お
ひ
で
事
田
安

御
家
中
崎
山
伊
惣
治
と
申
仁
へ
御
片
付
被
成
候
。
然
に
先
方
憂
右
衛
門

様
思
召
に
不
鷹
え
(57
ウ
)候
に
付
、
翌
年
離
縁
被
成
、
鈴
木
三
太
夫

[殿
]
再
縁
被
成
被
遣
候
。
前
年
初
右
衛
門
様
御
病
死
被
成
、
お
き
く
事

久
吾
殿
方

へ
御
片
付
被
遣
、
其
[後
]寛
政
五
丑
年
お
添
殿
御
引
取
被
成
、

翌
年
正
月
お
添
殿
流
産
い
た
さ
れ
、
其
前
々
年
寛
政
四
年
七
月
御
類
焼

被
成
、
同
七
年
八
月
晦
日
お
清
出
生
い
た
し
、
翌
年
正
月
庖
瘡
之
上
病

死
い
た
し
候
。
近
年
御
病
身
に
被
為
入
候
上
、
前
年
浮
腫
に
而

一
ケ
年

程
御
煩
被
成
、
又
候
去
巳
年
十

一
月
お
つ
た
出
生
い
た
し
候
。
ケ
様
に

打
つ
〉
き
御
物
入
の
み
多
く
被
成
御
座
候
に
付
、
必
至
と
御
困
窮
被
成

御
座
候
。

、
尊
父
運
兵
衛
様
御
秘
蔵
之
大
小

一
腰
 
御
母
公
様
よ
り
(58
オ
)御
ゆ

づ
ら
れ
被
成
候
。
右
御
不
如
意
に
付
、
無
檬
質
物
に
御
入
置
被
成
候
庭
、

當

〔細
字

・
午
〕
正
月
 
上
よ
り
金
七
両
弐
分
御
拝
借
被
成
、
御
請
戻

し
被
成
、
右
大
小
は
 
殿
様
御
納
戸
へ
御
預
け
置
被
成
候
由
、
此
儀
常
々

御
苦
労
に
被
成
、
清
右
衛
門
え
も
御
相
談
被
成
候
へ
と
も
、
清
右
衛
門

儀
も
打
績
不
如
意
に
付
不
及
力
、
其
儘
に
而
打
過
申
候
。
然
に
此
度
御

病
死
被
成
候
に
付
、
御
病
中
其
儀
は
何
と
も
不
被
仰
候
へ
と
も
、
御
存

生
之
御
心
願
を
継
、
追
而
右
大
小
申
請
度
清
右
衛
門
心
願
に
付
、
内
々

仙
右
衛
門
殿
迄
書
付
に
て
申
入
置
候
。

へ
御
拝
借
金
謹
文
下
書
、
吉室
右
衛
門
様
御
自
筆
に
て
御
書
物
入
に
有
之

候
。
謹
文
之
写
。
(58
ウ
)

 
 
 
 
 

} 

誓
事

 
 
 

一
、
金
七
両
弐
分
也

 
 
右
は
無
櫨
拙
者
入
用
之
儀
有
之
、
借
用
之
儀
貴
様
え
及
御
相
談
候

 
 
処
、
御
内
々
達
 
御
聴
 
思
召
を
以
極
御
内
々
拝
借
被
 
仰
付
、

 
 
槌
奉
請
取
候
。
誠
以
莫
大
之
 
御
厚
恩
御
慈
悲
之
程
、
難
有
仕
合

 
 
奉
存
候
。
返
納
之
儀
は
壱
ケ
年
金
弐
両
弐
分
宛
、
来
る
申
年
迄
三

 
 
ケ
年
賦
に
上
納
可
仕
旨
、
奉
畏
候
。
尤
急
御
入
用
之
儀
有
之
候
節

 
 
は
、
被
 
仰
渡
次
第
、
不
残
調
達
上
納
可
仕
旨
、
是
又
奉
畏
候
。

 
 
為
後
日
傍
如
件
。
(59
オ
)

 
 
 
寛
政
十

〔細
字

・
午
〕
年
正
月
 
 
 
 
 
瀧
沢
壼
右
衛
門

 
 
 
 
 
西
田
仙
右
衛
門
殿

、
清
右
衛
門
よ
り
仙
右
衛
門
殿
え
差
出
候
書
付
写
。

 
 
 
 
 
御
内
々
以
書
付
申
上
候
覚

 
 
肇
右
衛
門
儀
、
年
来
御
深
切
御
懇
意
に
被
成
下
、
萬
事
御
引
立
被

 
 
成
下
候
に
付
、
段
々
不
存
寄
結
構
被
 
召
仕
 
上
々
様
莫
大
之
御

 
 
高
恩
は
不
及
申
[上
]尊
公
様
御
陰
故
と
、
毫
右
衛
門
存
生
之
瑚
も

 
 
折
々
御
噂
申
聞
、
於

〔細
字

・
私
共
〕
難
有
仕
合
奉
存
候
。
然
庭

 
 
此
度
不
慮
に
病
死
仕
、
い
ま
た
相
績
之
伜
も
無
之
候
仕
合
に
御
座

 
 
候
。
何
分
跡
目
相
績
(59
ウ
)
之
儀
も
尊
公
様
御
引
立
御
世
話
之
段
、

 
 
偏
に
奉
願
候
。
右
に
付
、
養
子
之
儀
親
類
共
相
談
之
上
、
委
細
久

 
 
吾
え
申
談
置
候
。
同
人
方
よ
り
御
内
意
可
奉
伺
候
間
、
年
来
御
入

 
 
懇
之
憂
右
衛
門
家
名
御
取
立
と
被
思
召
、
可
然
御
賢
慮
之
上
、
御

 
 
承
知
被
下
候
様
奉
願
候
。
将
又
別
段
御
内
々
奉
願
候
訳
は
、
私
共
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先
祖
相
傳
之
大
小
所
持
仕
来
候
。
右
は
豪
右
衛
門
打
績
不
如
意
に

付
不
及
力
、
先
年
質
物
に
入
置
候
庭
、
尊
公
様
御
世
話
を
以

一
旦

請
戻
、
本
郷
邊
質
屋
へ
預
け
替
申
候
。
右
は
家
宝
之
品
に
も
御
座

候
故
、
何
卒
請
戻
度
旨
折
々
私
え
も
相
談
仕
候
へ
共
、
私
儀
近
年

打
績
不
仕
合
之
上
厄
介
多
に
罷
成
、
高
金
之
儀
(60
オ
)と
申
、
助

力
之
儀
も
仕
兼
心
痛
の
み
仕
、
両
人
此
儀
申
出
候
而
は
嘆
申
候
事

に
御
座
候
。
然
候
慮
段
々
年
数
も
相
重
り
、
利
金
も
加
金
仕
候
間
、

去
冬
尊
公
様
格
別
之
取
成
を
以
右
大
小
請
戻
、
則
 
御
上
え
奉
預

置
、
右
金
高
七
両
弐
分
は
御
給
金
之
節
、
金
壱
両
弐
分
つ
〉
三
ケ

年
之
間
上
納
仕
、
其
上
に
而
右
大
小
奉
申
請
候
様
被
成
下
、
誠
に

安
心
仕
、
難
有
旨
私
え
早
速
風
聴
仕
、
於

〔細
字

・
私
共
〕
安
堵

仕
、
難
有
仕
合
と
毎
度
御
噂
申
出
候
。
然
候
庭
、
此
度
皇
右
衛
門

大
病
に
罷
成
、
當
月
七
日
八
日
両
日
は
少
々
病
体
快
方
に
而
、
萬

事
私
へ
物
語
仕
候
劒
、
右
大
小
之
儀
申
出
、
此
度
病
気
快
方
不
仕
、

万

一
(60
ウ
)之
儀
御
座
候
共
、
早
速
尊
公
様
え
願
置
、
少
々
宛
成

と
も
金
子
上
納
仕
、
皆
納
之
節
申
請
、
先
祖
傳
来
之
品
不
失
様
に

仕
呉
候

へ
と
申
付
置
候
。
右
体
年
来
心
か
〉
り
に
相
成
居
候
大
小

之
儀
に
御
座
候
得
は
、
吉室
右
衛
門
志
願
を
相
継
、
金
子
皆
納
仕
度

心
斗
は
奉
存
候
へ
共
、
前
書
申
上
候
通
、
當
時
極
々
不
如
意
之
私

身
分
と
申
、
殊
に
此
節
塁
右
衛
門
方
前
後
之
物
入
等
、
私
壱
人
引

請
世
話
仕
候
儀
に
も
御
座
候

へ
は
、
誠
に
心
外
に
不
及
[力
]、
感

慨
之
至
可
奉
申
上
様
も
無
御
座
候
。
所
詮

一
度
に
上
納
も
相
成
兼

候
私
身
分
に
も
御
座
候

へ
は
、
年
々
金
子
調
達
次
第
少
々
宛
上
納

仕
、
皆
納
之
刻
右
大
小
私
え
御
下
け
被
(6ー
オ
)
被
成
下
候
様
、

偏
に
奉
願
候
。
願
之
通
御
聞
済
被
成
下
候
は
〉
、
生
前
之
大
慶
此

 
 
上
有
之
間
敷
奉
存
候
。
勿
論
去
暮
よ
り
御
給
金
に
而
上
納
仕
候
段

 
 
は
、
吉室
右
衛
門
兼
而
咄
置
候

へ
共
、
當
時

に
て
は
都
合
金
何
程
上

 
 
納
仕
置
候
哉
、
其
節
愁
傷
に
取
紛
、
承
り
置
不
申
候
。
乍
序
奉
伺

 
 
度
奉
存
候
。
此
段
幾
重
に
も
御
取
成
を
以
、
前
文
毫
右
衛
門
病
中

 
 
申
置
候
儀
と
申
、
懸
意
御
憐
患
、
格
別
之
尊
慮
を
以
願
之
通
御
聞

 
 
[済
]被
成
下
候
様
、
御
取
成
偏
に
奉
願
候
。
以
上
。

 
 
 
寛
政
十

〔細
字

・
午
〕
年
八
月
 
 
毫
右
衛
門
実
弟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀧
沢
清
右
衛
門
 
印

 
 
 
 
 
西
 
 
仙
右
衛
門
様
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6ー
ウ
)

其
後
仙
右
衛
門
殿
被
申
候
、
此
間
被
差
出
候
書
付
之
段
、
委
細
承
知
い

た
し
候
。
此
儀
拙
者
方
よ
り
御
咄
可
申
と
存
居
候

へ
共
、
い
ま
た
不
達

事
故
、
打
捨
置
申
候
。
金
高
之
儀
は
御
覚
之
通
に
候
。
去
冬
少
々
都
合

不
宜
候
問
、
當
春
に
相
成
候
間
、
上
納
は
當
三
月
壱
両
壱
分
相
済
、
残

金
六
両
壱
分
也
。
吉室
右
衛
門
殿
自
筆
之
謹
文
、
請
取
帳
も
有
之
、
追
而

懸
御
目
可
申
候
。
御
皆
納
之
節
大
小
御
引
渡
[申
]儀
は
相
違
無
之
段
被

申
候
に
付
、
恭
仕
合
に
奉
存
候
旨
申
、
帰
り
申
候
。

、
此
節
お
添
殿
被
申
候
は
、
平
兵
衛
方
里
と
は
申
な
か
ら
、
異
母
兄
弟

に
て
義
理
も
有
之
、
其
上
平
兵
衛
養
母
は
他
人
之
儀
に
付
、
お
つ
た
召

連
永
々
厄
介
に
成
居
候
も
(62
オ
)難
渋
に
被
存
候
。
何
卒

一
畳
敷
成
と

も
當
御
屋
敷
御
長
屋
に
罷
在
、
お
つ
た
育
申
度
候
間
、
其
段
取
斗
呉
候

様
被
申
候
。
尤
実
母
生
田
殿
に
も
左
様
被
致
度
よ
し
に
御
座
候
[旨
]被

申
聞
候
。
依
之
清
右
衛
門
申
候
は
、
御
貞
節
之
段
於
拙
者
も
歓
入
候
。

併
皇
右
衛
門
様
是
迄
相
鷹
の
御
宛
行
に
被
成
御
座
候
て
さ
へ
、
御
困
窮

に
御
座
候
。
然
に
幼
年
之
養
子
い
た
し
小
給
に
相
成
、
親
子
三
人
く
ら

し
に
て
中
々
御
取
績
も
難
成
候
。
後
々
に
て
必
至
と
御
苓
落
被
成
候
を
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見
受
候
も
心
く
る
し
く
、
又
御
と
し
若
之
儀
に
も
候

へ
は
、
左
様
に
埋

 
木
に
い
た
し
候
も
、
壼
右
衛
門
様
御
歓
も
被
成
ま
し
く
候
。
所
詮
平
兵

 
衛
殿
御
厄
介
に
御
成
被
(62
ウ
)成
候
も
難
渋
に
思
召
候
は
〉
、

一
両
年

 
が
間
糀
丁
へ
御
帰
参
被
成
御
奉
公
被
成
候
は
〉
、
衣
服
等
も
追
々
出
来
、

 
末
々
御
身
分
御
片
付
の
為
に
も
可
然
候
。
お
つ
た
事
は
拙
者
引
取
養
育

 
可
仕
候
間
、
此
儀
は
御
案
し
被
成
ま
し
く
候
。
伜
鎮
五
郎
を
里
に
出
し
、

 
お
つ
た
を
手
前
に
て
育
可
申
候
間
、
生
田
殿
と
も
御
相
談
被
成
可
然
旨

 
申
候
。
然
共
お
つ
た
を
手
放
し
候
を
心
く
る
し
く
被
存
候
[て
]、
兎
角

 
相
談
決
着
不
仕
候
。

○

へ
廿
三
日
 
寅
の
日
晴

 
昨
廿
二
日
、
四
人
之
同
役
人
よ
り
扶
助
米
之
願
差
出
し
被
呉
候
に
付
、

 
今
日
左
之
通
久
吾
殿
を
以
被
申
渡
候
。
(63
オ
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀧
沢
憂
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
妻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
娘

 
 
 
右
名
跡
養
子
相
願
候
迄
、
両
人
え
為
相
績
御
扶
助
米
弐
人
扶
持
被

 
 
 
下
[置
]候
。
但
名
跡
被
 
仰
付
候
得
は
、
御
扶
助
米
弐
人
扶
持
は

 
 
 
上
る
。

 
 
 
 
八
月
廿
三
日

 
右
御
書
付
、
久
吾
殿
持
参
被
致
候
に
付
、

一
統
難
有
旨
(63
ウ
)御
礼
申

 
上
候
。

○

へ
廿
五
日
 
辰
の
日
曇
昼
よ
り
雨

 
今
日
二
七
日
に
付
、
墓
参
い
た
し
候
。
お
添
殿
、
お
つ
た
も
参
詣
い
た

 
し
候
。
木
挽
丁
よ
り
使
参
り
候
。
但
芋

一
盆
参
り
候
。

一
、
皇
右
衛
門
様
御
認
被
成
候
反
古
、
昨
今
取
集
め
置
申
候
。
骨
柳
に
二

 

ツ
程

有

之
候

。
俗

用
之

書
付

井
俳

譜
之
御

書
置

等
彩

し
く

有
之

、
追

而

 
清
右

衛

門
見

分
候

積

に
而
、

]
ツ

に
か
ら
げ
置

申
候

。

一
体
仮

初

の
書

 
留

文
通

迄
、

旺
暉

に
御

仕

廻
置
被

成

候
御
気

性
故
、

用
不

用

と
も
書

付

多

分
有

之
候

。

一
、
御
蔵
書

改

見
候

慮
、
五

冊
程
目

録

と
は
不

足

(
64
オ
)
い
た

し

お
り
候

。

 
是

は
人

に
御

か
し

置
被
成

候
儀

と
奉

存
候

へ
共
、
先

方
相

分
り

不
申

候
。

一
、
當

春

雪
碇

筆
乗

と
申
俳

譜
季

寄
之
書

を
雪
碇

子

よ
り
御

か
り
請
被

成

、

 
當

六
月

半
平

殿

え
御

た

の
み
御

う

つ
さ

せ
被

成
候
庭

、

い
ま
た
う

つ
し

 
相

済
不

申
内

に
御

病

死
被
成

候

に
付

、
何

と
ぞ
う

つ
し
置

御
存

生

之
御

 
志

を
遂

可
申

と
半

平
殿

へ
承
候
庵

、
多

用

に
付

い
ま
た

う

つ
し

か

〉
り

 

不
申
候

由

に
付
、

則

と

り
戻

し
、
小

川
町
狐

遊

子

へ
相

た

の
み
う

つ
し

 

貰
申
候

。
細

字

に
而
弐

百

枚
之
紙

員

に
付
、

来
末

春
迄

う

つ
し

と
り
候

 

積

に
か
け
合

申

候
。

(
64
ウ
)

一
、
土

御
門

東
行
話

説

と
申

本
、

伊
藤

半
平

殿

[
よ
り
]
御

か

り
被
成

、

清

 

右
衛

門

え
為
御

見
被

成
、

則
清

右
衛

門
方

に
有

之
候
間

、
右

之
本

半

平

 

殿

へ
返
却

い
た
し
候

。

一
、
此

間

よ
り
平

兵
衛

殿
養

母
被

参

居
候
。

右

は
お
き

く
事
久

々
参

り

居

 

候

に
付
、

帰

し
可
申

存

、
其
段

平

兵
衛
殿

へ
申
遣

候

に
付
、

被
参

候

。

○

へ
九
月

二
日

 
亥

の
日

曇

 

三

七
夜

に
付
、

墓
参

い
た

し
候
。

お
添
殿

、

お

つ
た
井

お
き
く

、
同

人

 

し

う
と

め

〔朱

傍
書

・
久
吾

殿
母

〕

四
人
も
参

詣
被
致

候

よ
し
。

一
、

此
節

お
添

殿
身

分
相

談
、

や
う

く

決
着

い
た

し
、
糀

町

え
帰
参

被

 
致
奉
公
い
た
し
度
旨
に
付
、
則
(65
オ
)お
つ
た
事
は
清
右
衛
門
方
へ
引

 
と
り
候
筈
に
相
談
い
た
し
候
。
此
義
に
付
、
度
々
平
兵
衛
殿
よ
り
も
か

 
け
合
に
被
参
候
。
実
母
幾
田
殿
も
清
右
衛
門
方

へ
被
参
、
其
段
被
頼
候
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間
、
鎮
五
郎
里
子
差
出
し
可
申
と
、
虞
々
里
の
口
相
尋
候
庭
、
里
の
口

 
も
無
之
、
少
々
故
障
も
有
之
、
無
是
非
乳
母
お
き
候
積
に
い
た
し
候
。

一
、
先
月
廿
六
日
、
仙
右
衛
門
殿
御
知
行

へ
嚢
足
被
致
候
。

 
清
右
衛
門
忌
明
に
付
、
御
家
中
処
々
へ
礼
に
罷
出
申
候
。
遠
山
傳
左
衛

 
門
殿
、
松
居
氏
、
豊
田
氏

へ
も
其
後
礼
に
参
り
候
。
(65
ウ
)

0
へ
九
月
九
日

午
の
日
曇
夜
前
よ
り
風

 
今
日
四
七
日
に
付
、
墓
参
い
た
し
候
。
お
添
殿
、
お
つ
た
、
お
菊
同
断

 
参
詣

い
た
し
候
。

一
、
平
兵
衛
殿
養
母
、

一
両
日
已
前
に
か
へ
ら
れ
候
。
又
々
月
見
後
に
被

 
参
候
筈
に
御
座
候
。
其
間
は
お
き
く
参
り
居
致
世
話
候
。

一
、
昨
八
日
、
乳
母
目
見
へ
参
候
問
、
弥
召
抱
候
積
に
い
た
し
候
。
右
に

 
付
、
平
兵
衛
殿

へ
文
通
に
而
其
段
申
遣
、
弥
先
日
相
談
之
後
に
、
相
違

 
無
之
候
哉
、
為
念
申
遣
候
。
且
追
而
相
談
被
仰
付
候
後
、
双
方
為
取
替

 
護
文

い
た
し
度
旨
、
先
日
平
兵
衛
殿
え
か
け
合
置
候
。
今
日
序
に
付
、

 
右
下
書
も
差
遣
候
庭
、
承
知
之
旨
返
事
申
来
候
。
左
之
通
。
(66
オ
)

 
 
 
御
手
紙
拝
見
仕
候
。
秋
冷
相
募
候

へ
共
、
弥
御
清
栄
被
成
御
座
、

 
 
 
珍
重
奉
存
候
。
然
は
先
日
は
参
上
寛
々
得
貴
意
大
慶
仕
候
。
其
節

 
 
 
及
御
相
談
候
堀
留

一
件
之
儀
に
付
、
委
細
御
細
書
被
仰
下
候
段
、

 
 
 
承
知
仕
候
。
彼
是
御
心
遣
ひ
之
御
事
共
難
申
尽
候
。
且
乳
母
も
弥

 
 
 
相
極
候
よ
し
、
先
は
御
安
心
之
御
儀
、
御
同
意
奉
存
候
。
且
其
劒

 
 
 
御
咄
之
案
文
二
通
御
見
せ
被
下
、
何
の
存
寄
も
無
之
御
同
意
に
存

 
 
 
候
間
、
任
仰

一
通
は
留
置
、

一
通
は
返
却
仕
候
。
尤
今
日
は
當
番

 
 
 
に
而
罷
出
居
、
殊
之
外
取
込
罷
在
、
巨
細
不
及
貴
報
候
間
、
其
内

 
 
 
得
貴
意
万
々
可
申
上
候
。
當
番
中
に
而
、
鹿
紙
乱
筆
御
用
捨
可

 
 
 

(66
ウ
)被
下
候
。
以
上
。

 

 

 
 
九
有

當
賀

 

 

 
 

 

 
瀧
沢
清

右
衛

門
様

 

 

 

 

 

 

 

 
山

田

平
兵

衛

 

右
之

通
申
来

候
。
右

に
付

、

翌
十

日
乳
母

引
越

、
夕

方
前

つ
た
清

右
衛

 

門
方

へ
引

と
り
申

候
。
尤

半

ち

》
に

て
給

金

三
両
、

仕
着

せ
代
弐

分

に

 

相
極

申
候
。

九
月

に
付

、
當

月
は
雇

分

に

い
た
し
、

外

に
金

一
分
差
遣

 

し
、

十
月

よ
り

の
極

に
而
取

か

へ
壱

両
弐

分
差

遣
申

候
。

一
、
今

昼
後
平

兵
衛
殿

被
参

、

お
添
殿

存
寄

弥
相

違
無

之
哉

之

旨

承
り
被

 

申
候

[由
]
。

夕
方

清
右
衛

門
方

へ
も

一
寸

被
参

、
今

朝
文

通

の
挨

拶

い

 

た

さ
れ
候
。

(
67
オ
)

○

へ
十

一
日
 

 
〔割
書

・
申

晴
〕

 

お
添

殿

よ
り
肴

一
折

参

り
候
。

右

は

お

つ
た
引

と

り
候
挨

拶

に
候

。

0

へ
十

二

日
 

 
〔左

傍
書

・
酉
晴

〕

 

今

日
初
月

忌

に
付

、
墓
参

い
た
し

候
。

お
そ

へ
と

の
、

お

き
く

も
同

断

 

参
詣

い
た
し
候
。

○

へ
十

五

日
 

子
晴

 

今

日
石
塔

立
候

に
付
、

石

や
召
連

深
光

寺

へ
参

り

、
日
暮

に
帰

宅

い
た

 

し
候

。
代
金

壱
両

弐
分

、
石

や
喜
十

郎
方

へ
梯

遣
申

候
。

0

へ
十

六

日
 
丑
晴

 

今

日
三
十

五
日

に
付
、

墓
参

い
た

し
候

。
深

光
寺

男

に
百
文

酒

代
遣

し

 

申
候

。

是
は
昨

日
石
塔

立
候

節
、

土
片

付

さ
せ
、

跡

の
掃

除

い
た

さ
せ

 

候

に
付
、

差
遣
申

候
。

外

に
百
文

は

め
う

か
谷

の
石
や

に
酒

代

と

し
て

 

遣
申

候
。

是

は
葬

礼

の
節
石

塔
引

起

し
候

よ
し
、

此
度

は

石
塔

右
石

や

 

に
不
申
付

、
町
内

石

や

に
申

(
67
ウ
)
付

候
間

、
酒
代

遣

し
呉

候
様

に
申
、

 

深

光
寺

納
所

に
相
渡
申

候

。

一
、
今

日

お
添
殿

、
お

つ
た
、

お

き
く
、

平
兵
衛

殿
養

母
、

墓

参
被

致

候
。
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お
添
殿
香

葵
百

文
持
参

被
致

候

よ
し
。

お
百
、

鎮

五
郎

も
同
断

参
詣

い

た
し
候
。

香
萸

百
文
持

参

い
た

し
候
。

、

昨
夕

お

ひ
で
、
房

五
郎

召
連
参

り

一
宿

い
た
し

、
今

日
同
断

墓
参

い

た
し
、

夕
方
帰

り
申

候
。

、
此
節

に
至

り
、
お
添
殿

又

々
お

つ
た

を
手
放

し
候

事

を
迷
惑

に
被

存
、

い

つ
れ

に
も
自

分
手

に
付

育
申
度

候
間

、

と
り
戻

し
呉

候
様

に
平

兵
衛

殿

へ
被
申

遣
候

。
依

之
平

兵
衛
殿

重

々
熟
談

之
上

、
清
右

衛

門
方

に
て

乳
母
も

差
置
候

処
、

又
候

右
体

不
始
末

之
儀
被

申

候

に
付

、
色

々
理
解

被

申
聞

候

へ
と
も
、

(
68
オ
)
女

中
之
儀

に
付
何

分

弁
な

く
、

糀
町
生

田

殿

よ
り
も
段

々
異
見

申
来

候

へ
と
も
、
兎
角

に
了
簡

無

之
難
儀

の
よ
し
、

昨

夕
平
兵

衛
殿

養
母
被

参

、
其
段

被
申

聞
候

に
付

、
昨
夜

清
右

衛
門

堀

留

へ
参

り
、

お
添
殿

へ
段

々
理
解

申
含

候
。
夫

と
も
達

而

お

つ
た
御

手

放

し
難
被

成
候

は

〉
、
無

是
非

候
問
、

乳
母

に
は
暇
遣

し
、

お

つ
た
事

は
随
分
御

返

し
可
申

候
。

そ

の
か

は
り
已
来

於
拙

者
御

世
話

相
成

不
申

候
段
、

く

は
し
く
申

聞
、

否
哉

明
日
迄

に
挨

拶
致

可
被

下
段

申
置

帰
り

候

処
、

今
朝

お
添
殿

、

お
秀
同

道

に
而
清
右

衛
門

方
え
被

参

、
誠

に
了

簡

違
之
由

、
何

分

お

つ
た
事
世
話

い
た
し
貰

ひ
度

、
堅

く
無

相
違
旨

被

申

候

に
付
、

其
儘

に

て
相

済
候

。

(
68
ウ
)
万
事
女

中
之
儀

と

申
、

い
ろ

く

の
間
違
有
之
、
右
体
不
始
末
之
事
被
申
候
由
、
跡
に
而
咄
有
之
候
。

、
抑
此
度

清
右

衛
門

困
窮

之
中

に
て
、

お

つ
た
引

と

り
養

育

可
致

と
存

込
候
訳

は
、
毫

右
衛

門
様

一
体

御
子
縁

な

く
、
両

度
迄

子
供

を
御

な
く

し
被
成

、

お

つ
た
事

は

と
り

わ
け
御

不
便

に
思
召

、
御

病
中

も

お

つ
た

事

を
御

心

に
か
け

さ
せ
ら

れ
、

御
心
中

御
恩

愛
之

程
奉
察

候

に
付

、

お

添
殿
方

に
て
養
育

致
さ

せ
候

て
は
、

お

つ
た
邪
魔

に
成

り
奉

公
等

も
難

成
、
別

段
余

斗
之

苦
労

か
け
候

上
、

母
方

之
恩

の
み
多

く
相

成
、

往

々

 
お
添
殿
再
縁
等
被
致
候
義
有
之
候
と
て
も
、
お

つ
た
を
召
連
再
縁
い
た

 
し
度
旨
被
申
候
て
も
、
年
来
(69
オ
)養
育
之
恩
有
之
候
へ
は
、
此
方
に

 
而
故
障
も
難
申
候
。
左
候
へ
は
、
往
々
墓
右
衛
門
様
御
子
に
相
成
ま
し

 
く
哉
も
難
斗
、
彼
是
を
存
斗
、
ケ
様
に
不
如
意
之
中
厄
介
多
之
上
に
て
、

 
乳
母
迄
置
候
而
お
つ
た
育
候
は
、
御
高
恩
に
相
成
申
候
憂
右
衛
門
様
の

 
思
召
を
差
斗
ひ
候
而
ケ
様
に
い
た
し
候
。
女
子
に
は
有
之
候

へ
共
、
養

 
子
あ
は
せ
に
い
た
し
、
血
す
ぢ
に
て
相
績
可
致
存
念
に
候
。
併
お
つ
た

 
事
殊
之
外
病
身
の
生
れ
に
而
、
誕
生
前
の
今
日
迄
い
ま
た
は
ひ
も
不
致

 
候
へ
ば
、
只
々
丈
夫
に
相
成
、
成
長
の
事
の
み
を
諸
神

へ
祈
候
よ
り
外

 
他
事
無
之
候
。

○

へ
十
八
日
 
卯
雨
夕
よ
り
晴
(69
ウ
)

 
今
日
お
そ
え
殿
御
家
中
諸
々
へ
礼
に
被
参
候
。
尤
お
つ
た
事
差
遣
し
、

 
同
道
被
致
候
。

○

へ
十
九
日
 
辰
晴

 
今
日
清
右
衛
門
、
外
さ
く
ら
田
吉
岡
氏

〔細
字

・
雪
碇
〕
え
礼
に
ま
い

 
り
候
。
其
外
松
居
氏

〔細
字

・
自
得
〕
、
豊
田
氏

〔細
字

・
蘇
山
〕、
遠

 
山
氏

〔細
字

・
狐
遊
〕
え
も
礼
に
参
り
候
。
且
毫
右
衛
門
様
御
病
中
御

 
咄
置
被
成
候
三
千
歩
集
之
畿
句
帖
え
、
右
四
人
之
護
句
を
乞
、
則
認
貰

 
ひ
、
墓
右
衛
門
様
御
句
は
 

へ
さ
く
ら
戸
や
月
下
に
帰
る
人
の
聲
 
と

 
申
御
句
を
認
申
候
。
当
夏
雪
碇
子
よ
り
御
も
ら
ひ
被
成
候
石
印
、
い
ま

 
だ

一
度
も
御
押
不
被
成
候
様
に
相
見
へ
申
候
之
間
、
右
之
印
を
御
名
之

 
下

へ
押
申
候
。
清
右
衛
門
嚢
句
共
に
以
上
(70
オ
)六
句
、
い
つ
れ
も
名

 
之
下
へ
印
を
す
え
、
翌
廿
日
木
引
町
お
ひ
で
方

へ
も
た
せ
遣
し
候
。
三

 
太
夫
殿
に
も
添
旨
申
来
候
。

0
へ
九
月
廿
三
日
 
〔右
傍
朱
書
・申
の
日
/
左
傍
朱
書
・
晴
昼
曇
夕
雨
〕
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六
七
日

に
付
、

は

か
参

い
た
し

候
。

お
そ

へ
と

の
、

お
き
く
同

断
参

詣

 

い
た
し

候
。

一
、

此
間
中

楊
庵

様

へ
も
御

礼

に
罷
出
申

候
。

0

へ
九
月

廿
九

日
 
寅

晴

 
今

日

四
十

九

日
逮

夜

に
付

、
剛

飯

申

付

〔割

書

・
金
壱

分
分

な

り
〕
、

 
庭

々

へ
差
遣
申

候
。

・
伊
藤
半

平
殿

杢
重

・
山

田
平
兵
衛

殿

-高

・
鈴
木

三
太
夫

殿

高

・
永
思
し
お
も

せ
様

山向

・
山
本

楊
庵
様

大
.重

・
/
久
五、羅

刻
解

離

翻

小
董

・
家
主

清
五
郎

殿

小
.重

・
い
せ
や
久

右
衛

門
殿

同

右
十

七
軒

は
、

清
兵
衛

殿

は
叔

父

之
儀

に
付

、

候

に
付

、
差
遣

不

申
候

。

・
幾

田
殿

中
這

・
長

沢
忠

兵
衛
殿

大
.重

(鍬
賑

縮

躍

唖

重

・
遠

山
傳

左
衛

門
殿

同

・
田

口
久

吾
殿

小
.重

●
同
人
鋸
… 
 

小
一重

 

お
き
の
と
の

・
中

村

や
惣
右
衛

門

殿

同

 

 

 
 

 

 
 

 

(画

・
有

馬

や
与
惣

兵
衛

殿

h

(
70

ウ

)

先
日
而
之
挨
拶
な
か
ら
差
遣
申
候
。
四
郎
右
衛
門
殿
井

 
 
 
 
 
 
差
遣
可
申
候
庭
、
其
後
悔
之
状
も
不
参

一 

今
夕
お
添
殿
方
に
て
茶
飯
被
致
、
人
々
振
舞
被
申
候

〔右
傍
朱
書

・

 
清
右
衛
門
方

へ
も
来
る
〕。

一
、
清
右
衛
門
方
に
而
團
子
し
た
し
物
い
た
し
、
今
晩
出
家

一
人
招
き
百

 
万
遍
修
行
い
た
し
、
長
屋
之
内
儀
達
を
招
き
、
茶
を
振
舞
申
候
。
お
そ

 
へ
殿
、
平
兵
衛
殿
養
母
、
久
吾
殿
老
母
も
被
参
候
。
(7ー
オ
)布
施
百
文

 
出
家

へ
差
遣
し
候
。
但
團
子
之
米
弐
升
は
昨
日
お
添
殿
方
に
而
洗
ひ
、

 
お
き
く
挽
候
て
差
越
申
候
。

○
へ
十
月
朔
日
 
卯
晴

今

日

四
十
九

日

に
付
、

墓
参

い
た
し
候

。

お
そ

へ
殿

、

お

つ
た
、

お
百

井
鎮

五
郎
、

お
き
く
、

右
同

断
参

詣

い
た

し
候
。

お
そ

へ
殿

、

お
百
方

よ
り

香
葵

百
文

つ

〉
持

参

い
た

し
候

〔
朱
割

書

・
但

お
そ

へ
と

の
少

々

遅
く

夕
方
参

詣
被

致
候

。

お
き

く
、

お

つ
た
同
道

〕
。

、
先

達
而

三
十

五
日
前

に
石
塔
立

候
庭

、

下
敷
之

石
低

く
候

間
、

下
敷

石
直

し
可
申

と
石
や

え
申
付

置

候
処
、

此
節

石

や
方

い
そ

か
し

く
御
座

候

に
付
、

今
日

之
間

に
合

不
申

、
依

之
百

ケ
日
迄

に
い
た

さ
せ

候
積

に

申
付

置
候

。
代

銀
廿

五
匁

か

〉
り
申
候

。

、
今

日
病

死
後

勘
定

い
た

し
候
慮

、
左

之

通
。

(7ー
ウ

)

〆 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

三
百
文

弐
百
文

五
十
文

百
文識

蜂

弐
百
文

金
弐
朱

三
百
文

 
百
七
十
九
文

 
三
百
文

 
五
十
文

 
三
両
三
分
と
五
〆
六
百
廿
三
文

内
 
弐
朱
と
六
百
四
十
八
文
は

壱
両
は

〆
 

一課

阯
大

文

 

入
棺
之
節

 

 

ま
つ
こ
う
代

 

葬
礼
・轟
即

 

松
右
衛
門
へ包撃
y

穴

ほ

り

酒

代

 

 

初
ヒ
日
逮
夜

 

 

 

 

亀

 

 

深

光

寺

 

(瑚

も彊

 

宇

八
殿
妻

 

 

お
き

く

 

 
 
あ
蔭
五

 

 

底
服
題

 

.統
花代

 

清
右
衛
門
立
か
へ

            一          一         一       一      一    一   一 一一

〆

百
文

弐
分
弐
朱
と

六
百
七
レ

文

四
百
十
六
文

壱
〆
三
百
晋
弐
文

金
壱
両
弐
分
と

 

 
け
五匁

三
百

五
十
文

百
文

百
文

金
壱

分

 

外
の
用

 

お
ひ
で
へ
遣

 

 

羅

 

 

 

一
式

 

葬
礼
之
節

 

餅
く
わ
し
代

 
 
脚

人

 
石
塔
代

 

藷
が

四
長
九
日
・轟
即

使
一
人
へ
 
同
断

 
習
布
施

 
白
剛
飯

(
72

オ

)

お

添

殿

被

差

出

候

i
よ
り
三
分
砥
上
獲
辛
有
く

半

殿
よ
皇
蕃

に

先
壊

有
之
候

一58一



引
残
而

此
外

に

 

一

 

一

 

一

 

〆

 

〆

古

〆

弐
両
弐
分
弐
朱
と

 
 
 
四
〆
九
百
七
十
二
文

金
壱
両
三
分
也

弐
分
と

 

六
f
四
文

壱
分
と

 

八
百
四
i

一文

!鶴

 

弐

両
弐

分
九
百
文

五
両
弐
朱

と

五
〆
八

百
八
十
壱

文

 

〃
三
分

 

 
弐
聖
雰
弐
朱
と

 

 
 
五
〆
八
酉
八
卜
一文

清
右
衛
門
差
出
申
候

い
つ
れ
も

清
右
衛
門
差
出
申
候

(
72

ウ

)

清
右
衛
門
差
出
候
金
高

 
此
内
 
 
 
 
 
 
 
 
三
太
夫
殿
よ
り
當
暮
迄
借
用

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
ひ
で
よ
り
借
用

 
 
残
而
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
右
衛
門
才
覚
之
分
也

、
毫
右
衛
門
様
御
[不
]如
意
に
は
被
成
候

へ
と
も
、
別
段
御
借
金
等
も

無
之
候
。
尤
御
衣
類
等
余
所
え
御
預
け
置
被
成
候
。
此
金
高
元
金
凡
拾

七
両
弐
分
、
元
利
金
共
廿
三
両
余
に
御
座
候
。
内
四
両
壱
分
弐
朱
余
は

糀
町

い
く
田
殿
よ
り
御
借
用
被
成
候
に
付
、
追
々
返
し
(73
オ
)呉
候
様

に
申
来
候
得
と
も
、
色
々
才
覚
い
た
し
見
候
て
も
、
此
節
萬
事

一
人
に

而
引
請
候
事
故
、
中
々
才
覚
難
相
成
、
無
檬
此
儀
は
断
に
及
申
候
。
お

添
殿
分
金
四
両
余
有
之
、
此
内
弐
両
壱
分
清
右
衛
門
差
出
、
衣
類
六
品

お
そ
へ
と
の
え
差
遣
候
。
尤
壷
右
衛
門
様
夏
物
御
衣
類
有
之
候
に
付
、

右
を
壱
両
三
分
弐
朱
之
質
に
預
け
、
残
り
壱
分
弐
朱
清
右
衛
門
都
合

い

た
し
候
。
依
之

一
統
相
断
、
か
た
み
は
差
出
し
不
申
候
。

、
久
吾
殿
儀
は
萬
事
世
話
に
成
候
事
故
、
青
梅
古
袷

一
ツ
ね
ま
き
に
致

し
候
様
と
申
、
お
そ
え
殿
よ
り
差
遣
申
候
。
お
き
く
へ
は
追
而
清
右
衛

門
方
よ
り
何
ぞ
見
繕
ひ
差
遣
候
筈
に
御
ざ
候
。

一
、

此
外

七

月

よ
り

之
買

か

〉
り
、

凡
壱

両
余

も

可
有

之

候

。

是

は

(
73

 
ウ
)
清
右
衛

門
方

よ

り
追

々
為
相

済
候
積

に
御
座
候

。

一
、

毫
右
衛

門
様

御
死

後
、
御

有

金
弐

部
余

程
御

座
候

由
。

是

は
小
遣

に

 
相

成
候

。
此
外

少

々
宛
之

香
葵

は
小
遣

と
し

て
お
そ
え
殿

へ
遣

し
置

候
。

 
内

六
匁

一
分
清

右
衛

門
方

え
預

り
有

之
候

処
、

傘
無

之
候

由

に
而

、
六

 
百
三
十

弐
文

に
而
傘

壱
本

取

り
、

お
添
殿

へ
差

遣
申

候
。

此

外
御

ふ
だ

 
ん
召
古

き
小
袖

壱

ツ
、
同

も

め
ん

か

つ
ば
壱

ツ
、
お
添

殿

へ
遣

し
申

候
。

一
、

先

月

お

つ
た
引
取

候

へ
と
も

、
堀

留
人

出

入
多

に
有

之
候

問
、

御
扶

 
持

は
此

方

へ
は
受
取

申

さ
ず
候

。

]
、
永

々
之

事

に
而

、
お
添
殿

保
養

に
相
成

候
事

も
無

之
、
其

上
壱

人

つ

〉

 
人
付
居

り
候
事

故
、

物

入
も
多

有
之

、

(
74
オ

)
井
実

母
幾

田

殿

に
も
殊

 
之
外
案

し
被
申

、
先

主
糀

丁
織

田
大

膳
様

に
も
厚

く
御
世

話

有
之

、
早

 
く
上

り
候
様

に
被

仰
下

候
由

。
い
ま
た
養

子
願
も

不
差
出

候

内

に
候
間
、

 
里

へ
引

と
り
候

と
申

事

も
難
相

成
候

へ
と
も
、

先

逗
留

分

に
而
、

平
兵

 
衛
殿

へ
引

と
り
、

五
六

日
も
過

候

は

〉
直

に

こ
う

し
町

え
上

り
申

度

よ

 
し
被

申
候

に
付
、

此
間

平
兵
衛

殿

に
も

か
け
合

に
被

参

、
弥

其
積

に
相

 
極
申

候
。

 
、
先

月
廿

五
日
清

右
衛

門
、

は
ま

町
半

平
殿

、
平

兵
衛

殿

え
先
達

而
中

 
よ

り
之
礼

に
参

り
申
候

。
其

節
平

兵
衛

殿

え

お
そ

へ
殿

事

か
け

合
候

に

 
付
、

十
月

二
日

三
日
頃

引
取

申
度

旨
被

申
聞

候
。

(
74
ウ
)

○

へ
十

月

二
日
 

辰
曇
昼

後

よ
り
晴

 
今

日
清
右

衛
門

、
高
橋

半
右

衛
門

殿

え
参

り
、

お
添
事

久

々
心

労
仕

候

 
故

か
少

々
相
勝

不
申
、

里

に
而

も
殊
之

外
案

じ
候

間
、

暫

く

の
内
逗
留

 

に
差
遣

し
、
保

養
為

仕
申

度
奉
存

候
。

尤

い
ま
た
養

子

も
相
願

不
申

儀

 

に
御

座

候

へ
は
、
御

長
屋

〆
切

に
い
た
し

置
候

も
恐

入
奉

存
候

。
依

之

 59



 
其
間
は
私
妻
子
を
留
守
居
に
差
遣
置
申
度
奉
存
候
。
御
同
役
中
御
噂
も

 
有
之
候
は
〉
、
可
然
御
沙
汰
可
被
下
旨
申
候
。
半
右
衛
門
殿
承
知
之
旨

 
被
申
候
。
夫
よ
り
久
吾
殿

へ
参
り
候
処
留
守
に
付
、
何
彼
之
儀
相
た
の

 
み
候
段
、
お
き
く
へ
申
含
置
候
。
門
助
殿

へ
は
久
吾
殿
よ
り
は
な
し
被

 
呉
候
様
に
た
の
み
置
申
候
。
宇
八
殿

へ
も
(75
オ
)参
り
其
段
を
申
、
御

 
人
等

か
り
申
候
節
、
是
迄
之
通
世
話
た
の
み
候
段
、
申
置
候
。

一
、
今
昼
、
お
添
殿
道
具
を
糀
町
幾
田
殿
[方
]
へ
差
遣
し
申
候
。
尤
平
兵

 
衛
殿
養
母
参
り
被
居
候
間
、
立
合
世
話
被
致
候
。
是
又
右
之
通
に
い
た

 
し
度
段
、
お
そ
へ
殿
被
申
候
由
、
平
兵
衛
殿
よ
り
か
ね
て
か
け
合
有
之

 
候
に
付
、
清
右
衛
門
参
り
世
話
い
た
し
候
。
久
吾
殿
も
被
参
、
世
話
被

 
致
候
。

 
 
一 

箪
笥
 
 
壱
樟
 
 
 
 
一 

た
ら
ひ
 
 
 
弐
ツ

 
 
一 

小
だ
ん
す
 
壱
 
 
 
 
一 

き
や
う
だ
い
 
壱
組

 
 
一 

つ
ゴ
ら
 
 
壱

 
 
一 

わ
ん
箱
 
 
壱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (75
ウ
)

 
右
之
通
、
持
人
四
人
に
て
小
さ
な
る
も
の
は
つ
り
壼
に
の
せ
差
遣
し
申

 
候
。

一
、
今
夕
お
添
殿
、
暇
乞
な
か
ら
蕎
麦
を
と
り
、
お
き
く
夫
妻
、
清
右
衛

 
門
夫
婦
、
宇
八
殿
内
儀
を
ま
ね
き
、
酒
被
振
舞
候
。
お
百
も
日
暮
に
参

 
り
候
。

○
へ
十
月
三
日
 
巳
晴

 
今
日
お
添
殿
 
奥
え
御
礼
に
被
上
候
。 

殿
様
御
部
屋
に
も
殊
之
外
御

 
愁
傷
之
思
召
候
由
。 

殿
様
御
意
に
は
、
役
人
も
多
く
有
之
候
へ
共
、

 
壷
右
衛
門
程
用
に
立
候
役
人
は
無
之
、
惜
し
き
事
也
と
被
仰
候
由
。
同

 
刻
仙
右
衛
門
殿
を
は
じ
め
、
近
所
心
安
き
庭

へ
い
と
ま
(76
オ
)乞
に
被

参
候
。
勿
論
養
子
被
 
仰
付
候
節
は
、
又
々
被
参
候
様
に
か
け
合
置
候
。

、
今
昼
お
添
殿
、
平
兵
衛
殿
養
母
同
道
に
て
清
右
衛
門
方
え
被
参
、

一

礼
被
申
候
。
清
右
衛
門
方
よ
り
上
田
一
束
差
進
申
候
。

、
七
ツ
時
頃
お
そ
へ
殿
、
平
兵
衛
殿
養
母
同
道
に
て
濱
町
平
兵
衛
殿
方

え
被
参
候
。
お
き
く
、
今
朝
よ
り
参
り
世
話
い
た
し
申
候
。
清
右
衛
門

も
参
り
見
送
り
申
候
。
別
段
清
右
衛
門
方
よ
り
手
紙
差
添
、
平
兵
衛
殿

へ
遣
し
候
。
返
事
写
。

 
 
御
手
紙
拝
見
仕
候
。

一
昨
日
は
乍
早
々
得
貴
意
大
慶
仕
候
。
其
儘

 
 
御
揃
弥
御
荘
健
被
成
御
暮
(76
ウ
)珍
重
御
義
奉
存
候
。
然
は
兼
而

 
 
御
掛
合
之
通
、
今
日
お
そ

へ
義
逗
留
に
被
遣
、
誠
に
段
々
御
世
話

 
 
之
儀
と
も
、
千
万
添
仕
合
奉
存
候
。
其
御
役
人
中
え
も
内
々
御
噂

 
 
被
下
置
、
萬
事
都
合
宜
段
、
別
而
御
陰
故
と
大
慶
奉
存
候
。
段
々

 
 
御
旺
暉
之
御
紙
面
、
前
後
御
用
多
可
被
成
御
座
奉
推
察
候
。
誠
に

 
 
被
入
御
念
候
御
儀
に
奉
存
候
。
且
道
旦
ハも
昨
日
糀
丁
へ
被
遣
候
由
、

 
 
萬
端
御
陰
故
と
千
万
恭
奉
存
候
。
其
内
以
参
御
礼
可
得
貴
意
候
。

 
 
折
節
當
番
中
大
乱
文
御
用
捨
可
被
下
候
。
御
家
内
様
え
も
宜
奉
頼

 
 
候
。
愛
元
(77
オ
)母
お
添
同
様
宜
敷
御
礼
申
上
候
様
申
聞
候
。
萬

 
 
段
貴
面
可
申
上
、
早
々
申
残
し
候
。
以
上
。

 
 
 
十
月
三
日

 
 
 
 
 
瀧
沢
清
右
衛
門
様
 
 
 
 
 
 
 
 
 山
田
平
兵
衛

、
右
に
付
、
[今
夕
よ
り
]
お
百
、
子
供
三
人
、
井
お
つ
た
乳
母
共
、
堀

留
え
差
遣
、
留
守
為
致
申
候
。
此
節
清
右
衛
門

一
人
に
而
罷
在
候
。
食

事

は
三
度

く

お
百

方

よ
り

こ
し

ら

へ
、

日

々
運

ひ
申

候
。

清
右

衛
門

方
に
而
は
茶
斗
焚
申
候
。
十
月
御
扶
持
壱
人
扶
持
、
ほ
り
と
め
に
残
り

有
之
候
。
其
外
は
万
事
清
右
衛
門
方
よ
り
ま
か
な
ひ
申
候
。
仙
右
衛
門

 ・1



 
殿

帰

府

後
養

子
之

儀
被

 

仰
付

候

迄

は
、

お
百

ほ

り

と

め

に
差

置

候

 

(
77

ウ
)
積

に
候

。
此

節
子
供

日

々
宿

へ
帰

り

た
が

り
、
其

内

に
も
弐

人

 
之

乳

の
み
引
受

、
な

じ

み
な
き

屋
敷
え
参

り
居
候
事

故
、

お
百

も
殊

之

 
外

困

り
申
候
。

一
、

一
体

お

つ
た
乳
母

半

ち

》
に
て
抱
候

間
、
乳
も
少

く
有

之
候

へ
と
も
、

 

お
百

ち

〉
沢
山

に
付

、
昼

の
内

は

お
百

乳
も
折

々
給

さ
せ
申
候

。

猶
又

 
乳

沢
山

に
相
成

候
様

に
と
、

九
月

廿
五

日
清
右

衛

門

お

つ
た
乳

母

同
道

 

に
而
、
雑
司
谷
鬼

子

[
母
]
神

え
参

詣

い
た
し

、
御
願

か
け
御
伝

米

い
た

・

 

き
、
七

日
が
間

か

ゆ

に
い
た
し
乳

母

に
給

さ
せ
、
井

お

つ
た
事

丈
夫

に

 
育

候
様

に
と
、

鬼
子

母
神

よ
り
御

草
履

か

り
請

参

り
、

五
ケ
年

か
間
御

 
ざ

う
り

取

に

い
た
し

候
。
右

之
御

陰
故

か

(
78
オ
)
追

日

て
乳
母

の
ち

・

 
も

相
鷹

に
出
、
皆

々
歓

申
候

。
近

日
又

々
参
詣

い
た
し
候

筈

に
御
座

候
。

○

へ
十
月

八
日
 

戌
晴

 
今

日
平

兵
衛
殿

方

え
手
紙
遣

し

、

お
添

殿
安

否
尋

申
候

。
何

の
相

替
候

 
儀

も
無

之
、

堅
勝

に
有
之

候
由
。

今

日
は
西

丸
下

迄
被

参
候

而
、

お
添

 
殿

留
守

之
よ

し
、
返

事
申
来

候

。
用
事

に
も
無
之

候
間

、
返
事

は
写

し

 
置

不
申

候
。

一
両

日
已
前

、

お
き
く
事

も
安

否
承

り

な

か
ら
平
兵

衛
殿

 
方

へ
参

り
、

[
お
添

殿
え
]
封
面

い
た

し
候

よ
し
。

此
間

中

お
そ

へ
殿

よ

 

り

お
百

方

へ

一
両
度

[文
]
参

り

候
。

お
き

く
参

り
候
節

、

お
百
方

よ

り

 

も
安
否

相
尋
文

遣

し
申
候

。

(
78
ウ
)

○

へ
十
月

十
日
 

子
晴

朝

[大

]
風

 
今

日
平

兵
衛
殿

よ

り
使
参

り
、

明
十

一
日

お
添
殿

糀

町
織

田
様

へ
上

ら

 

れ
候

よ
し
申
来

候
。

手
紙

之
写

。

 

 
 
今

日

も
快

晴

、
御
同

意
奉

存
候

。
被

成
御
揃

弥
御

荘
健

被
成

御
暮

 

 
 
珍

重
奉

存
候
。

随

而
先
頃

お
そ

へ
逗

留

に
罷
越

候
節

は
、
何

角

御

 
 
 
世
話
と
も
相
成
恭
奉
存
候
。
其
節
も
段
々
御
丁
暉
御
紙
面
、
此
問

 
 
 
も
御
尋
被
成
下
、
毎
度
く

御
深
切
之
御
事
と
も
、
添
奉
存
候
。

 
 
 
従
是
は
其
後
御
無
音
の
み
打
過
候
。
今
日
彼
是
御
礼
な
か
ら
参
上

 
 
 
と
心
掛
候
処
、
折
節
主
用
出
来
、
難
罷
出
候
に
付
、

一
寸
御
世
衣

 
 
 
相
伺
申
候
。
お
蔦
弥
(79
オ
)丈
夫
に
有
之
候
哉
、
乍
序
御
様
子
承

 
 
 
度
候
。
籾
は
お
添
儀
も
兼
而
御
咄
申
上
置
候
通
、
先

つ
糀
丁
へ
逗

 
 
 
留
分
差
遣
申
候
積
御
座
候
。
生
田
殿
よ
り
も
何
卒
早
く
遣
候
様
と

 
 
 
の
義
、
彼
是
御
案
し
被
成
、
御
尤
之
儀
故
、
明
日
差
遣
可
申
奉
存

 
 
 
候
。
労
御
咄
な
か
ら
、
御
安
否
伺
度
参
上
と
存
居
候
庭
、
前
文
之

 
 
 
段
不
及
其
儀
候
。
其
内
以
参
委
細
得
貴
意
候
。
御
家
内
様
に
も
堀

 
 
 
留
御
詰
越
、
誠
に
御
苦
労
奉
存
候
。
弥
御
別
条
も
無
御
座
候
哉
、

 
 
 
乍
揮
宜
奉
頼
候
。
嚥
御
家
内
御
留
守
に
而
、
万
事
御
不
自
由
に
可

 
 
 
被
成
御
座
奉
存
候
。
お
つ
た
事
も
日
増
に
御
世
話
(79
ウ
)
ま
し
可

 
 
 
申
、
彼
是
御
心
遣
ひ
誠
に
察
入
候
。
猶
貴
顔
万
々
可
申
上
候
。
早
々

 
 
 
申
残
し
候
。
以
上
。

 
 
 
 
十
月
十
日

 
 
 
尚
々
、
母
は
し
め
何
れ
も
宜
申
上
候
様
呉
々
申
聞
候
。
以
上
。

 
 
 
 
 
 
瀧
沢
清
右
衛
門
様
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山
田
平
兵
衛

 
右
に
付
、
相
鷹
之
返
事
差
遣
し
申
候
。
此
外
お
添
殿
よ
り
お
ひ
や
く
、

 
お
き
く
方

へ
文
参
り
候
へ
共
、
取
込
に
付
是
よ
り
返
事
可
申
入
旨
、
清

 
右
衛
門
方
よ
り
申
遣
し
候
。

0
へ

〔右
傍
書

・
十
月
〕
十
二
日
 
寅
晴

 
今
日
御
命
日
に
付
、
深
光
寺
へ
参
詣
い
た
し
候
。

○

へ

〔右
傍
書

・
同
〕
十
三
日
 
卯
晴
(80
オ
)

 
今
日
お
百
事
妻
乞
稲
荷

へ
、
お
つ
た
同
道
に
て
参
詣
い
た
し
、
眼
の
願
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か
け
申
候
。
お
つ
た
事

一
体
眼
の
性
あ
し
く
候
に
付
、
兼
々
墓
右
衛
門

様
御
存
生
之
節
、
妻
乞
稲
荷

へ
願
請
か
け
可
被
成
旨
、
清
右
衛
門
申
候

に
付
、
お
百
参
詣
之
節
お
添
殿
同
道
い
た
し
く
れ
候

へ
と
毫
右
衛
門
様

被

仰
候

庭
、

其
後

い
ろ
く

多

用

に
而
、

お
百
も
参

詣

い
た
し

不
申
、

此
節

や
う

く

日

か
ら

も
立

候
事

故
、
今

日

お

つ
た
同
道

い
た

し
、

眼

の
加
持

う

け
願

か
け

[候

]
。

翌
十

四
日

も

お
き
く
同

道

に
て
、

お

つ
た

妻

恋

え
参
詣

い
た

さ

せ
候
。

 

十

五
日
 

巳
晴

今

日

お

つ
た
う
ば

、

お
百
、

子
供

三
人

同
道

に

て
、

清
右
衛

門

ぞ
う

し

か
や

(80
ウ

)鬼

子

母
神

へ
参
詣

い
た
し
候

。
先

日
う
ば

ち

》
の
願

か
け

候
庭
、
此
節

に
至

り
ち

》
こ
と

の
外

出
申

候

に
付
、
御

礼
参

り

な
か

ら
、

猶
又

子
供
息

助

の
た

め
参
詣

い
た

し
候
。

 

廿

五
日
 

卯
晴

去

る
廿

二
日
、
仙

右
衛

門
殿

帰
府

被
致

候

に
付
、
翌

廿

三
日

一
寸
悦

ひ

に
参

り
候

へ
と
も

面
談

い
た
し
不

申
、
今

夕

又

々
仙

右
衛

門
殿

へ
参

り

養

子

之
事
相

た

の
み
、

何

と
そ
差
急

き
申

度

旨
た

の
み
申

候
。

い
ま
た

と

り
込

に
付

、
近

々
親

類
中

相
談

之
上
挨

拶

可
有
之

筈

に
付
、

罷
帰

り

申
候
。

其
後

久
吾

を
以

度

々
催
促

い
た
し
申

候
。

 

廿

七
日

 
巳
晴

(
8ー
オ
)

今
夕

五

ツ
時

過
、

お

つ
た

む
し

け

に
て
差
込

つ
よ

く
、
急

に
引

付
申

候

に
付

打
驚

き
、
早

速
参

り
候

庭
、

程

な
く

お
ち
付
申

候
。

楊
庵

様
高

倫

殿

へ
夜
中
使

を
遣

し
、

見

廻
之
儀

た

の

み
遣

し
候

へ
と

も
、

い

つ
れ
も

参

り
不
申
、

翌
廿

八

日
夕
高

倫
見

廻
被

申
、

則
今

日
よ

り
せ

ん
薬

相
用

申

候
。
其
後

日

々
さ

し
込
引

付
申

候
。

是

は
夏
中

よ
り

久

々
催
し

候
事

に
て
、
全

く
脾
疽

の
症

の
よ

し
、
甚

六

ケ
敷
旨
医

師
被

申
候

。

 
廿

八
日
 

午
晴

平
兵

衛
殿
養

母

、
見

廻

に
被

参

候
。
半

平
殿

よ

り
も

二
男

見
廻

に
被
参

候
。

尤
今
朝

は
ま
町

へ
し
ら

せ
遣

し
申

候
。

こ
う
じ

(
8ー

ウ
)
町

お

そ

へ

殿

へ
は
、

は

ま
丁

よ
り

し
ら

せ
申
候

筈

に
付
、

此
方

よ
り

は
別

段
人

遣

し

不
申
候

。

 
十

一
月

朔

日
 
申

晴

仙
右

衛
門

殿
次

男
千

代
吉

殿
養

子

之
儀
、

大
方
熟

談

も
及

可
申

庭
、

今

日
 

殿
様

御
意

に
は
、
皇

右
衛

門
養

子
之

儀
、

か
ね

て

は
幼
年

之
者

を

願
候

様

に
仰
有

之
候

へ
と
も
、

娘
事

も
あ

ま

り
幼
少

と
申

、
殊

に
病

身

に
も
有
之

候

へ
は
、

い
つ

れ
御

人
少

之
時

節

に
も
候

に
付

、
御

近
習

体

を

も
可
相

勤
、

年

か
さ

の
も

の
相
績

養

子

に
相

願
候
様

に
御
意

有

之
候

よ
し
に
付

、
仙

右
衛

門
殿

二
男

養

子
之
儀

は
無
是

非
断

に
及
び

罷
申

候
。

依

之
清

右
衛
門

か
ね

て
の
存
寄

と

は

(
82
オ
)
大

に
手

筈
間

違
申

候
。

 

二
日

 
酉
朝

[雨

]
曇

今

日

八
ツ
時

、

お

つ
た
又

々
さ

し
込
引
付

候

に
付
、

さ

つ
速
参

り

、

い

ろ
く

灸

治
等

い
た

し
候

へ
と
も

、
引
付

さ

し
込

つ
よ

く
、

小
半
時

程

お
ち
付

不
申

、

こ
と

の
外
難
義

い
た

し
候
。
折

節
和

田
良

庵
殿

被
参

候

に
付
、

さ

つ
そ
く

た

の
み
、
慮

々

へ
灸

点

お
ろ
し
、

灸

治
沢

山

い
た

し

候

へ
は
、

よ
う
く

お
ち
付

申
候

。

一
体
両

三

日
も
ど

し
候

き

み
も
有

之
候
。

右

に
付
、

こ
う

し
町

お

そ

へ
と

の

へ
も
し

ら
せ
遣

し
申

候

。

 

三

日
 
戌

晴

今
日

お
そ

へ
殿
被

参

一
宿

い
た

さ
れ
、

翌

四
日
帰

り
被
申

候

。

(82

ウ
)

尤

は
ま
町
平

兵

へ
殿

へ
も

お

つ
た
様
体

し
ら

せ
遣

し
申

候
。

 

四
日
 
亥

晴

今

日
木
挽

丁

へ
参

り
申
候
。

右

は

三
太
夫
殿

二
男

房

五
郎

を
大
右

衛

門
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様
御
養
子
に
い
た
し
、
柳
生
様
御
や
し
き
に
て
名
跡
立
候
積
に
か
ね
て

相
談

い
た
し
お
き
候
に
付
、
今
日
弥
無
相
違
之
旨
、
三
太
夫
殿
と
封
談

い
た
し
罷
帰
り
申
候
。

 
六
日
 
丑
晴

今
夕
平
兵
衛
殿
方
よ
り
医
師
両
人
被
差
越
候
。
い
つ
れ
も
見
立
同
様
に

付
、
薬
は
も
ら
ひ
不
申
、
其
内
白
銀
丁
弁
内
と
申
医
師
、
混
元
丹
と
申

丸
薬

一
包
く
れ
ら
れ
候
に
付
、
(83
オ
)
日
々
相
用
申
候
。
や
は
り
せ
ん

や
く
は
高
倫
殿
薬
相
用
申
候
。

 
七
日
 
寅
晴

今
日
家
内
不
残
堀
留
を
引
払
ひ
、
此
方

へ
罷
帰
り
申
候
。
尤
 
上
へ
は

滞
留
分
に
て
、
跡
は
〆
切
り
置
申
候
。
此
節
お
つ
た
病
気
之
庭
、
手
放

れ
お
り
候
て
は
万
事
不
都
合
之
上
、
近
日
清
右
衛
門
行
事
に
な
り
申
候

間
、
留
守
居
無
之
て
は
甚
不
自
由
、
か
た
く

手
都
合
あ
し
く
候
に
付
、

み
な
く

帰
り
申
候
。
か
ね
て
は
養
子
被
仰
付
候
迄
も
家
内
差
置
可
申

と
存
候

へ
共
、
此
節

に
至
り
中

々
急

に
は
養

子
も
有

之
ま

し
く
体

に
付
、

無

是
非

み

な
く

罷
帰

り
申
候

。
尤
持

仏
位

牌
等

は
今

日
よ

り

(
83

ウ
)

清

右
衛

門
方

へ
引

と
り
、

日

々
御
回
向

い
た
し
候

事
。

今

日
平

兵

へ
殿
養

母
見
廻

に
参

り
被
申

候
。

 

十

二
日
 

未
雨

今

日
御
命

日

に
付

、
深
光

寺

へ
参
詣

い
た

し
申
候

。

お

つ
た

事
、

此
節

は
少

々
快
方

に
相

見

へ
申

候
。

 

廿

二
日
 

巳
晴

今

日
百

ケ

日
逮

夜

に
付

、
茶

め
し

い
た
し

、
法
隆

寺

と
申
旅

僧

を
ま

ね

き
回
向

を

た

の
み
、
讃

経

い
た
し
申

候
。

尤
位
牌

も
今

朝
出

来
参

り
申

候
。
今

日

お
き
く

、

お
か

よ
を

つ
れ
参

り
、
茶

め
し

ふ

る
ま

い
申

候
。

こ
う

じ
町

お
そ

へ
殿

よ
り
せ

ん

べ

い
少

々
も

た
せ
、

お

つ
た
病
気

見

廻

之
使

被
差
越

候

。

(
84
オ
)

 

廿

三

日
 

午

夜
前

よ
り
大
雪

今

日
百

ケ
日

に
付
、

深
光
寺

へ
参

詣

い
た
し
申

候
。

尤

大
位

牌
壱

ツ

こ

し

ら

へ
、

そ

れ

へ
代

々

の
法

名
を
書

し

る
し
、

深
光

寺

へ
納

め
申

候

。

お
き
く

も
深
光

寺

へ
参

詣

い
た
し
申

候
由

。
今

日

は
夜
前

よ
り

之
雪

に

て
、

道

も
あ

る
き

に
く

》
御
座

候

。

お
そ

へ
と

の
は
他

行

い
た

し

か
た

き

よ
し

に

て
、

参

り
不
被
申

候
。

毫

右
衛

門
様
御

病
中

御
深
仰

被
成

候
地

蔵
尊

の
御

影
、

井
御

病
中

之

御

書

と
め

を
折
表

具

に
致

し
、
昨

日

出
来
参

り
申

候
。

今

日
深

光
寺

へ
香

萸

百
文
持

参

い
た

し
申

候
。

(
84
ウ
)

一 

廿

四
日
 
未

晴

今

日

お
ひ

で
参

り
申

候
。
尤

深
光

寺

へ
も
墓

参

い
た

し
、

七

ツ
時
頃

罷

帰

り
申

候
。

今

日

お

つ
た
誕
生

日

に
付

、
あ

か

の
飯

い
た
し
祝

ひ
申

候

。
尤

此
節

は

さ
し
込

引
付

等

は
相
止

み
候

に
付

、

先

つ
安

心

い
た

し
候

。
灸

治

は
今

以
日

々
す

へ
申

候
。

清
右
衛

門
、

忌
後

も
當

月
十

四

日

に
明

け
申
候

。

依

之

お

つ
た
誕
生

い
は
ひ
申
候
。

 

廿

八
日
 

亥
晴

今

日
久

吾
殿

被
参

、
毫
右

衛
門
様

御
名

跡

之
義

、
當

時
山

口
様

御

玄
関

取
次

を

[勤
候

]
飯
野
斧
右
衛

門
と
申
仁

(85

オ
)當
年

三
十

二
才

〔割

書

・

夫

婦

ぐ

ら

し

に
て
被

居
候

〕
、

此
仁

名

跡

に
成

り
申

度
由

談

合

に
被

参

候
。

是
は
何

も
望

み

は
無

之
候

へ
と
も
、

一
体

重
役

之
名

跡

に
も

成
候

 

へ
は
、
後

々
人

へ
ら

し
等
有

之
候
節

も
末

長

く
落
付

お

り
可
申

、

上

の

御
取

扱

ひ
も
違

ひ
可
申

事
故

、
名
跡

に
成

り

お
り
度

よ

し

に
候
。

是
迄
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所

々
よ

り
名
跡

之

人
申
参

り
候

へ
共
、

清
右
衛

門
存

寄

に
も
叶

不
申

、

其
盤

に
打

捨
置

申
候

。
此

斧
右

衛
門

は
同
家
中

之
儀

に
も

有
之

、

ゆ

つ

り
物

等

に
望

み
も

無
之

候
は

〉
相
談

い
た

し
度
旨

、
久
吾

殿
を

以

か
け

合

も

ら
ひ
申

候
。

尤
内

々
仙
右

衛
門

殿

へ
も
う

け
玉

は
り
合

せ
も

ら

ひ

申

候
。

右
斧

右
衛

門
、
當

時

(85

ウ
)
六
両
弐

人
扶
持

之
由

、

た
と

へ
豪

右

衛
門

様
名

跡

に
成
候

て
も
、

當
時
宛

行
増

候
義

に
も

不
被
致

候
旨

、

仙

右
衛

門
殿
被

申

候
よ

し
。
然

れ

は
誠

に
名

跡

と
申

斗

に

て
、

外

に
規

模

も
無

之
、

尤
此

方
厄
介

借
用

金
等

は
決
而

苦
労

に

か
け
申

ま
し

く
候

へ
と
も

、
外

に
ゆ

つ
り
物

等

は

い
た
し
不
申

候
。
其

段

に

て
承

知

に
候

は

〉
相

談

い
た
し

可
申

旨
申
遣

し
候
。

是

は
誠

に
名

跡

と
申
斗

に
て
、

何

も
役

に

は
立
不
申

候

へ
と
も

、
世
間

の
外

聞

に
も
相
成

、

又
瀧
沢

を

名

の
り

候
も

の

一
人
も

ふ

へ
候

へ
は
、

家

の
面
目

に
も
有

之
候

故
、

相

談

首

尾

い
た

し
候

は

》
、

山

口
様

に
て

の
名

跡

は
此

仁

に

い
た

し

(
86

オ
)
候

つ
も

り

に
御
座

候
。

誠

之
養

子

は
三

太
夫
殿

二
男

房
五

郎

を

と

り
極

め
置
候

間
、
柳
生

様

に
て
名
跡

立
候
事

故
、
右
之
段

に
取

斗
申

候
。

一 

十

二
月
朔

日
 

寅
晴

 
夜
前

五

ツ
ニ
分
寒

に
入

今

日

は
ま
丁

平
兵

へ
殿

へ
、
名

跡

之
事

は
な
し

な
か

ら
参

り
申
候

。
先

日

お

つ
た
見

廻
之

手
紙

も
被
差

越
候

へ
と
も
、
留

守

に
て
返

事
遣

し
不

申
候
。

か
た
く

挨
拶
な
か
ら
寒
中
見
廻
も
か
ね
て
参
り
申
候
。
序
に

半

平
殿

へ
も

参
り

候
庭

、
半
平

殿
御

夫
婦

と
も
留

守
故

、

二
男

へ
咄

し

お
き
申

候
。

右
序

に
木

挽
丁
房

五
郎

を
毫

右
衛
門

様

(
86

ウ
)
養

子

に

い

た
し
、

柳
生

様
御

や

し
き
内

に

て
跡

立
候
事

風
聴

い
た
し
申

候
。

夫

よ

り
直

に
本
所

四
郎

右
衛

門
殿

へ
参

り
、
毫
右

衛
門

様
御

病
中

よ

り

今
日
迄

之
始

末
、

く

は
し

く
物

か
た
り
申

候
。

四
郎
右

衛
門

殿
、

當
年

は
足
痛

別

而

つ
よ
く

一
向

に
歩

行

成

か
た
く
、

夫
故

不
沙

汰

に
相

成

候

旨
申
訳
被
致
候
。
今
日
は
遅
く
相
成
候
事
故
、
清
兵

へ
殿

へ
は
立
よ
り

不
申
、
委
細
四
郎
右
衛
門
殿
よ
り
通
達
有
之
候
筈
に
御
座
候
。

五
日
 
午
晴

今
日
久
吾
殿

へ
参
り
、
飯
野
斧
右
衛
門
え
面
談

い
た
し
、
名
跡
之
義
弥

承
知
之
旨
、
双
方
熟
談
い
た
し
候
。
(87
オ
)依
之
久
吾
殿
よ
り
内
意
を

西
田
氏
迄
承
合
候
処
、
又
々
内
々
に
而
其
段
殿
様

へ
被
伺
候
虞
、
随
分

可
然
旨
被
仰
候
由
に
御
座
候
。
依
之
近
日
願
書
差
出
し
申
候
積
。
乍
併

た
と
へ
名
跡
に
相
成
候
と
て
も
、
當
時
は
別
段

に
加
増
も
無
之
由
、
仙

右
衛
門
殿
内
意
被
申
聞
候
に
付
、
其
段
斧
右
衛
門
え
被
申
入
候
庭
、
そ

れ
に
て
も
随
分
宜
敷
被
申
聞
候
。
い
つ
れ
當
人
存
寄
は
、
重
役
之
名
跡

に
な
り
お
り
候

へ
は
、
人

へ
ら
し
等
有
之
節
も
心
遣
な
く
、
永
く
お
ち

付
申
度
心
願
之
よ
し
御
座
候
。

八
日
 
酉
曇
昼
よ
り
雨

今
日
久
吾
殿

へ
参
り
候
。
右
は
吉室
右
衛
門
様
御
給
金
少
々
も
(87
ウ
)被

下
候
儀
に
御
座
候
哉
、
仙
右
衛
門
殿
迄
内
々
承
り
置
く
れ
候
様
、
兼
而

た
の
み
置
申
候
。
依
之
右
之
挨
拶
承
り
に
参
候
庭
、
八
月
御
死
去
被
成

候
に
付
、
二
月
よ
り
八
月
迄
、
九
月
よ
り
正
月
迄
之
積
り
に
て
両
度
之

御
給
金
、
暮
と
三
月
出
候
問
、
八
月
に
て
は
て
う
ど
給
金
た
け
御
勤
被

成
候
事
故
、
暮
渡
り
之
給
金
は
出
不
申
候
よ
し
被
申
候
旨
、
久
吾
被
申

聞
候
。

十

一
日
 
子
晴

今
夕
久
吾
殿
被
参
、
斧
右
衛
門
名
跡
願
、
近
々
差
出
可
申
由
に
て
、
願

書
下
書
被
為
見
候
。
尤
仙
右
衛
門
殿
案
文
い
た
し
く
れ
ら
れ
候
よ
し
。

(88
オ
)

 
 
 
 
 
名
跡
奉
願
候
覚
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一
、
瀧
沢
皇
右
衛
門
病
中
奉
願
置
候
名
跡
相
績
之
儀
、
親
類
共
内
に

 
 
而
名
跡
可
奉
願
相
鷹
之
者
無
御
座
候
。
然
庭
當
時
御
屋
敷
相
勤
罷

 
 
在
候
飯
野
斧
右
衛
門
儀
、
他
名
相
績
仕
候
而
も
不
苦
候
者
之
由
及

 
 
承
候
。
若
差
支
等
に
も
相
成
不
申
候
は
》
、
右
斧
右
衛
門
儀
名
跡

 
 
に
被
仰
付
被
下
置
候
様
、
親
類
共

一
同
奉
願
候
。
依
之
此
段
申
上

 
 
候
。
以
上
。

 
 
 

〔細
字

・
午
〕
十
二
月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 田
口
久
吾

十
三
日
 
寅
晴
後
曇

今
日
斧
右
衛
門
名
跡
願
被
差
出
候
処
、
無
滞
被
請
取
候
(88
ウ
)よ
し
、

久
吾
被
申
聞
候
。

十
七
日
 
午
晴
夜
雨

昨
十
六
日
斧
右
衛
門
殿
儀
、
毫
右
衛
門
様
名
跡
に
被
仰
付
候
由
、
今
日

風
聴
に
被
参
、
井
斧
右
衛
門
殿
よ
り
鮮
肴

一
折
参
り
申
候
。
依
之
翌
十

八
日
悦
び
に
参
り
、
西
田
氏
は
し
め
役
人
中
へ
も
礼
に
廻
り
申
候
。

十
九
日
 
申
晴

今
日
鮮
肴

一
折
、
斧
右
衛
門
殿

へ
遣
し
申
候
。

廿
日
 
酉
晴
曇

今
日
木
挽
丁

へ
参
り
申
候
。
兼
而
毫
右
衛
門
様
大
小
之
儀
、
お
秀
迄
咄

し
置
申
候
庭
、
右
之
金
子
三
太
夫
殿
(89
オ
)用
立
被
呉
候
旨
に
付
相
談

に
参
り
、
則
金
子
七
両
弐
分
三
太
夫
殿
よ
り
借
用
い
た
し
候
。
今
日
、

當
秋
壷
右
衛
門
様
御
死
去
之
節
借
用
金
之
内
壱
両
、
三
太
夫
殿
へ
返
し

申
候
。
井
房
五
郎

へ
遣
し
候
上
下
、
木
挽
丁
へ
た
の
み
候
庭
、
此
間
出

来
参
り
候
間
、
此
代
金
拾
六
匁
も
払
申
候
。

廿
三
日
 
子
晴

今
日
仙
右
衛
門
殿

へ
参
り
、
墓
右
衛
門
様
御
内
借
之
金
子
七
両
弐
分

〔割
書

・
内

一
両
壱
分
は
皇
右
衛
門
様
御
上
納
被
成
候
よ
し
〕、
残
金

六
両

一
分
、
仙
右
衛
門
殿

へ
相
渡
し
、
謹
文
通
ひ
と
も
請
取
帰
り
申
候
。

尤
右
御
上
け
へ
御
預
け
置
申
候
大
小
は
、
明
日
久
吾
殿
迄
(89
ウ
)相
届

可
被
申
よ
し
に
御
座
候
。
尤
両
三
日
已
前
、
口
上
書
を
以
仙
右
衛
門
殿

へ
右
内
借
之
金
子
、
當
暮
五
両
上
納
可
仕
候
間
、
残
金
は
来
春
御
請
取

被
下
、
右
大
小
此
節
御
下
け
被
下
候
様
、
御
慈
悲
奉
願
候
庭
、
皆
納
之

上
な
ら
て
は
品
下
け
申
候
儀
不
相
成
候
段
、
今
日
被
申
聞
候
に
付
、
無

檬
今
日
金
子
皆
納
い
た
し
候
。

廿
五
日
 
寅
晴

昨
日
久
吾
殿
よ
り
大
小
う
け
と
り
罷
帰
り
、
則
持
仏

へ
備
置
、
吉室
右
衛

門
様
霊
位

へ
委
細
の
わ
け
申
上
候
。

名
跡
相
績
被
仰
付
候
問
、
扶
助
米
二
人
扶
持
は
當
月
切
に
而
上
り
申
候

よ
し
、
久
吾
殿
被
申
聞
候
。
(90
オ
)

此
節
憂
右
衛
門
様
御
長
屋
上
け
候
に
付
、
た
〉
み
建
旦
ハ鍋
釜
曲
穴
丈
、

其
外
道
旦
ハや
忠
右
衛
門
方
へ
払
ひ
申
候
。
此
代
金
壱
両
壱
分
余
に
相
成

申
候
。
是
は
お
つ
た
薬
礼
井
吉室
右
衛
門
様
御
薬
代
に
山
本
様
と
高
倫
殿

と
へ
差
遣
し
申
候
。

廿
五
日
 
寅
晴

今
晩
斧
右
衛
門
殿
被
参
、
同
人
親
類
書
被
差
越
候
。
此
方
親
類
書
は
、

春
に
成
差
遣
し
候
積
に
御
座
候
。

廿
六
日
 
卯
晴

今
日
木
挽
丁
房
五
郎
へ
、
毫
右
衛
門
様
御
遺
物
差
遣
し
申
候
。
其
品
々
。

(90
ウ
)

一 

刀
 
藤
原
家
次
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 一
腰

一 

刀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

一
腰
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右
白
木
之
毫
ニ
ツ
へ
の
せ
遣
し
申
候
。

御
所
持
隣
松
筆
三
幅
封
の
か
け
も
の
差
遣
し
申
候
。

譲
状
、
預
け
状
、
三
太
夫
殿
へ
差
遣
し
申
候
。
左
之
通
。

 
 
 
譲
り
渡
申
腰
物
之
事

一 

刀
 
加
州
藤
原
家
次
 
長
さ
三
尺
五
寸
程

 
 
 
 
 
 
持
赤
銅
、
波
之
彫
、
金
覆
輪
。
縁
頭
、
赤
銅
七
子
、
金

 
 
 
 
 
 
の
馬
、
柳
川
直
政
作
。
(9ー
ウ
)目
貫
、
赤
銅
金
花
葵
。

 
 
 
 
 
 
切
羽
鋸
、
鴎
目
、
金
着
せ
。
鮫
柄
黒
糸
、
鞘
櫨
色
。

 
 
右
之
刀
、
瀧
沢
墓
右
衛
門
所
持
致
し
来
候
処
、
此
度
瀧
沢
房
五
郎

 
 
え
譲
り
遣
申
候
。
尤
當
人
幼
少
に
付
、
貴
殿
御
預
り
置
被
成
、
成

 
 
長
之
後
御
渡
被
遣
可
被
下
候
。
為
後
日
譲
渡
護
文
傍
如
件
。

 
 
 
寛
政
十
戊
午
年
十
二
月
廿
六
日
 
瀧
沢
清
右
衛
門

脇
差

 
此
大
小
は
事
右
衛
闘

下
断
替
也
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
腰

鎗
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
本

麻
上
下
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 }
具

家
譜
 
箱
に
入
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
巻

是
は
壷
右
衛
門
様
御
認
か
け
置
被
成
候
を
、
我
等
書
次
き
申
候
。

此
箱
之
内
に
過
去
帳

一
巻
、
是
も
壷
右
衛
門
様
御
認
可
被
成
と
去

年
三
月
過
去
帳
御
買
置
被
成
、
御
多
用
故
い
ま
た
白
紙
に
而
有
之

候
を
、
我
等
う
つ
し
と
り
申
候
。
先
祖
興
也
様
書
写
之
阿
弥
陀
経

〔割
書

・
葵
御
紋
付
袋
入
 
軸
す
い
せ
う
〕、
憂
右
衛
門
様
御
手

跡
二
通
、
井
御
同
人
印
鑑
。
(9ー
オ
)

懸
物
 
嚢
衛
襲

直
筆
願尺也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
】
幅

松
魚
節
 
十
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
壼

金
三
百
疋

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尤
三
太
夫
殿
へ
も
毫
右
衛
門
様

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瀧
沢
清
右
衛
門
 
印

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(92
ウ
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尤
三
太
夫
殿
よ
り
も
脇
差
預
り
護
文

一

通
被
差
越
候
へ
と
も
、
夫
に
は
及
ひ
不
申
候
に
付
、
誰
文
は
返
し
申
候
。

一
体
毫
右
衛
門
様
、
年
来
御
心
か
け
被
成
候
大
小
故
、
い
つ
れ
養
子
に

相
成
候
房
五
郎

へ
大
小
と
も
に
譲
り
遣
し
可
申
処
、
右
大
小
は
高
金
の

か
た
に
預
け
置
有
之
、
其
金
子
を
三
太
夫
殿
よ
り
か
り
請
候
事
故
、
右

金
子
返
済
之
上
、
脇
差
は
房
五
郎

へ
ゆ
つ
り
可
申
存
寄
に
て
、
三
太
夫

殿
へ
[添
]書
状
い
た
し
遣
し
申
候
。
全
く
自
分
身
に
付
候
心
底
無
之
候
。

依
之
三
太
夫
よ
り
被
差
越
候
謹
文
は
相
返
し
申
候
。

廿
七
日
 
辰
(93
オ
)

今
日
三
太
夫
へ
人
遣
し
申
候
。
右
は
金
子
借
用
誰
文
、
昨
日
差
遣
し
可

申
処
、
取
込
に
而
取
お
と
し
申
候
間
、
も
た
せ
遣
し
申
候
。
謹
文
左
之

通
。

 
 
 
借
用
申
金
子
之
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

源
解

〔細
字

・
印
〕
(花
押
)

 
 
 
 
 
鈴
木
三
太
夫
殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(92
オ
)

 
 
 
預
け
置
申
腰
物
之
事

一 

脇
差
 
貞
宗

〔細
字

・
但
無
銘
〕 

長
二
尺
四
尺
程

 
 
 
 
 
 
椿
鰐
赤
銅
、
波
の
彫
、
金
覆
輪
。
縁
頭
、
赤
銅
に
波
之

 
 
 
 
 
 
彫
、
後
藤
光
倫
作
。
目
貫
、
赤
銅
に
金
の
野
馬
。
切
羽

 
 
 
 
 
 
鋸
、
鴎
目
、
金
着
せ
。
鮫
柄
黒
糸
、
鞘
櫨
色
。

 
 
右
之
脇
差
、
拙
者
親
共
所
持
い
た
し
来
候
庭
、
此
度
御
相
談
之
上

 
 
貴
殿

へ
御
預
け
置
申
候
。
後
来
拙
者
方
入
用
之
節
は
御
返
し
可
被

 
 
下
候
。
為
念
添
状
傍
如
件
。

 
 
 
寛
政
十
戊
午
年
十
二
月
廿
六
日

 
 
 
 
 
鈴
木
三
太
夫
殿

右
之
通
も
た
せ
差
遣
し
申
候
。
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一 

金
七
両
弐
分
也

 
 
右
之
金
子
此
度
無
檬
入
用
に
付
、
致
借
用
恭
請
取
申
候
処
、
実
正

 
 
に
御
座
候
。
金
子
御
入
用
之
節
は
早
速
返
済
可
申
候
。
為
後
日
傍

 
 
而
如
件
。

 
 
 
寛
政
十
戊
午
年
十
二
月
 
 
 
 
 
 
瀧
沢
清
右
衛
門
 
印

 
 
 
 
 
鈴
木
三
太
夫
殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(93
ウ
)

(三
行
分
空
白
)

、
皇
右
衛
門
様
、
當
夏
中
御
屋
敷
内
に
て
御
と
り
被
成
候
炭
薪
代
金

一

分
余
有
之
候
由
、
仙
右
衛
門
殿
、
半
右
衛
門
殿
よ
り
被
申
越
候
に
付
、

則
払
遣
し
申
候
。

、
先
日
こ
う
じ
町
お
添
殿

へ
も
、
斧
右
衛
門
殿
名
跡
に
相
成
候
事
、
井

に
養
子
房
五
郎
事
申
遣
し
申
候
。
當
月
十
五
日
、
お
い
う
髪
置
内
祝
い

た
し
候
問
、
赤
飯
も
た
せ
遣
し
申
候
。
其
後
お
そ
へ
殿
よ
り
も
使
被
差

越
候
。
猶
又
其
後
平
兵
へ
殿
も
被
参
候
。
(94
オ
)

右
之
段
に
而

一
件
あ
ら
く

片
付
、
憂
右
衛
門
様
御
名
跡
山
口
様
、
柳

生
様

両
御

屋
敷

に
而
立

ち
、
殊

に
年

来
御

心
労

被
成

候
波

の
鍔

大
小

請

戻

し
、
養

子
房

五
郎

へ
譲

り
遣

し
、

先

一
安
堵

い
た
し
候

。

以
上

は

お

つ
た
達
者

に
成
長

い
た

し
、
往

々
養

子
房

五
郎

妻

に

い
た
し
、

両
血

筋

に
て
家

相
績

い
た
さ
せ

た
き
心

願

に
御
座

候
。

然

れ
共
、

お

つ
た
大

病

今

以
同
扁

に

て
、

此
節

は
手
足

少

々
む
く

み
有

之
、

讐
師

も
甚

む

つ
か

し

く
被
申
、

是

の
み
心
痛

い
た
し
候

。

毫
右

衛
門
様

兼
而
御

う

つ
し
と
り

可
被
成

と
御

か
り
置
被

成
候

雪
碇

筆

乗

、
遠
山
氏

へ
た

の
み
、
此
節

漸

(94

ウ
)
出
来

参

り
、

筆
料

は

八
百
拾

五
文

払

ひ
遣

し
申

候
。

先
是

に
て
大

概
御

存
生

之
御

宿

志

は
相

果

し
申

候
。

只

々
此

上

は
瀧
沢

の
家
門

繁
栄

を

の

み
祈

り
申

候
。

尤

万
事

一
件

取
斗

の
儀

は
、

其
度

々
憂

右
衛

門
様

御
位

牌

へ
申

上
候
而

取

斗
申

候
。

廿

七
日
廿

八

日
之
内

、

斧
右
衛

門
殿

深
光

寺

へ
参
詣

被
致

候

積
り

之

よ

し
、

前
夜

被
申

聞
候

。
依

之
墓

右
衛

門
様

御
位

牌
井

御
両

親
御

位
牌

、

仏

具
等
少

々
わ
け
遣

し
申

候
。

井

に
其
寧

筆

之

か
け
物
、

七

子
御
算

紙

袋
、
唐
さ
ら

さ
御
提
も

の
、
為

遺
物

斧
右

衛
門

殿

え
差
遣

し
申
候

。
猶

々

追

々
相
鷹

之

も

の
見

繕

ひ

(
95
オ

)

[遣

し
可

申
候

]
存
寄

に
有

之

候
。

寛

政
十

一
己
未

年
正

月
松

之
内

、

お
蔦

以
之

外
不
出

来

に
而

、

一
日

に

三
四
度

つ
》
引

附

け
有
之

候
処

、
十

五

日
過

よ
り
引

附
候

事
相

止
、

二

月
末

に

い
た

り
よ
程

快
方

に
相

見

へ
、
引

附

せ

は
り
は

を

か
む
事

相
止

み
、

少

々

ふ
と
り

も

つ
き
候
様

子

に
付
、

三

月

に

い
た

り
月

代
そ

り
遣

し
申

候
。

二
月
十

八
日
、

う
ば

宿

あ
さ

ぶ
六
本

木

七
左
衛

門

と
申
者

参

り
、

乳
母

永

之
暇
相

願
申

候
。

右

は
在
所

へ
引

越
縁

附

た

き
よ
し
申

候

に
付

、

か

は
り
置

附
次
第

、
追

而

い
と
ま
遣

し
可
申

旨

挨
拶

い
た

し
遣

候
。

右

に
付

、

か
は
り

も
相

尋
候

へ
共

、

お

つ
た

事
病

身

に
付

、

中

々

(
95

ウ
)
急

に
か

は
り

之
う

は
も
無

之

、
殊

に
ち

・
か
は

り
候

は

〉
、

又

々

い
か
》
可
有
之
候
哉
と
い
ろ
く

心
労
有
之
候
間
、
其
段
お
そ
へ
殿
井

平
兵

へ
殿

へ
相
談

に
お
よ

ひ
候

へ
は
、

い

つ
れ

に
も

お
そ

へ
と

の
手
元

に
而
養

育

い
た
し
度

由

被
申

候
而

、

三
月
節

句
前

お
添
殿

此

方

へ

一
寸

被

参
長

熟
談

い
た
し
、

四
月

二
日

お

そ

へ
殿

は

ま
町
平

兵

へ
殿
方

へ
下

宿

い
た
さ

れ
候

よ
し
、

し

ら
せ
参

り
候

間
、

同

日
夕
方

お

つ
た

を
お

そ

へ
殿
方

へ
遣

し
、

う
ば

も

一
宿

い
た

さ
せ
、

同

月
五

日

に
う
ば
儀

い
と

ま
遣

し
申
候

。
尤

平
兵

へ
殿

方

に

て
、

お
そ

へ
と

の
井

お

つ
た

せ
わ
被

致
候

に
付
、

清
右

衛
門

方

よ
り
も

折

々
心
附

け
遣

し
可
申

候

筈

に
有
之

候
。
依

之

五
月

一
日
金

壱
分

、
小

立

ひ
と

へ
物
壱

、

お
そ

へ
殿

へ
遣

し

一67



申

候
。
お

つ
た

(96

オ
)
先
快

方
之
様

子

に

て
、

一
同
安

心

い
た
し
申
候

。

五
月
十

一
日
、

お
そ

へ
と
の
、

お

つ
た
、

お
き

く
方

へ
被

参

、
則

一
宿

に

て
十

二
日
仏
参

い
た

さ
れ
候

よ
し
。

同

日
清
右

衛
門

方

へ
も

一
寸
被

参

候
。

木
挽
丁

お

ひ
で
、

お
き

く
共

に
先

日
は

ま
丁
平

兵

へ
殿

へ
参
候

よ
し
、

及
承
候

。

}
、
名
跡

斧
右
衛

門
妻

、
不

増
之
儀

有
之

候

よ
し

に

て
、
當

正

月
下

旬
離

縁

い
た

し
候

よ
し
、

及

承
候

〔割

書

・
実

は
出

奔

之
由

〕
。
其

後

斧
右

衛

門
身
持

よ

ろ
し

か
ら
ず

候
よ

し
内

々
及

承
候
。

五
月

に

い
た

り
、
毫

右
衛

門
様

黒

ち
組

肩
衣

〔割

書

・
山

口
様

御
紋

付
〕
、

斧

右
衛

門

へ
遣

し
申
候
。

然
候

所
、

同
月

廿
九

日
、
久

吾
方

よ

り
申
来

候

は
、
斧

右
衛

門
事

出
奔

之

由

申

来
候

間

、

お

と

ろ
き

早

速

参

り
久

吾

と

及

相
談

候

〔
割
書

・
此
節
出

奔

は
お
し

か
く

し
、
病

気
引

込

に

い
た
し
置

候

よ
し
〕
。

(96

ウ
)

一
、
斧
右

衛
門
事

多
病

に
付

、
奉

公
難

相
勤

候

に
付
、
永

之
御

暇
奉

願
、

憂
右
衛

門
様
御

名
跡

之
儀

は

又
々
追

而
奉

願
度

旨
、

近
日

願
書
差

出
候

つ
も
り
、
久

吾
殿

と
相
談

い
た
し
候

。
尤

斧
右

衛
門

身
分

之
儀

は
、

同

人
親
類

引
請

候
筈

に
候
。

一
、
籾

々
な

ま
中

な

る

こ
と

い
た
し
、

斧
右

衛
門

不
坪

、
毫
右

衛

門
様
御

没
後

之
御
顔

を
汚

し
、
後

悔
千

万
残

念
之

仕
合

に
候

。

し
か

し
実

之
養

子

は
木

引

丁

に
て
相

績
有

之
候

故

、
少

々
は
安

堵

も
可
有

之
候

。

一
、
其
後

斧
右
衛

門
、

願

之
通
被

申
渡

候
。

尤
名

跡
之

儀

は
追

而

人
見

立

願
可
申

旨
、

是
又
被

申

渡
候

よ
し

、
久
吾

殿
被

申
聞

候
。

一
、

八
月
十

四
日
、

山

田
平
兵
衛

殿

、

お

つ
た

不
快
別

而

不
出
来

之
由

に

而
参

候
様

、
呼

に
被
越

候
間

、
即

刻
参

候

へ
は
、

も
は

や
申

の
刻
頃

相

果

申
候
。

依
之
翌

早
朝

送
葬

、
深

光
寺

へ
遣

し
申

候
。

法
名
秋

夢
童

女

〔
割
書

・
送
葬

之

物

入

は
、
葬

具

人

足

は
山

田
氏

よ
り

出

し
被

申
候

。

寺

へ
の
付

と

・
け
は
清

右
衛

門

よ
り
遣

申

し
候

〕
。

(後
表

紙

封
面

)

注
(1
) 

前

回
、
羅
文

の
俳

友

・
遠

山
伝

左
衛

門

の
俳
号

を

「孤
遊

」

と
翻
字

し
た

 

 

(十
九

丁
裏

・
36
頁

)。

こ
れ
は

『吾

仏

の
記
』
巻

一

(六
十

六
丁
表
)
等

の

 

 

表
記

に
従

っ
た

も
の

で
あ

る
が
、
改

め
て
字

形
を
見
直

し
て

み
る
と
、
「
一
件

 

 

留
』

で
は

一
貫
し
て

「狐
遊
」

と
書

さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る

(『
曲
亭
遺
稿
』

 

 

も

「狐
遊
」
と
し

て
い
る
)。

(2
) 

次
行
、
「
〇
二
日
」
を
朱

で
見

せ
消

ち
。

(3
) 

九
月
十

二
口
の
記
事
は
、
前

日
日
付

の
下

に
割
書

さ
れ
て

い
る
が
、
書
式

の

 

 

統

一
を
は

か

っ
た
。

(4
) 

九
月
廿

三
日
の
記
事

(「
～
参
詣

い
た
し
候
」

ま
で
)は
無
改
行

の
ま
ま
、
前

 

 

日
記
事

に
続
け

て
割
書

さ
れ
て

い
る
が
、
書
式
を
統

一
し
た
。

(5
) 

以
上

の
表
中
、
名
前

の
上
の

「
・
」
や

「
(」
は
全

て
朱
筆
。

(6
) 

次
行
、

「
一 

五
日
子
雨
」
を
墨
滅
。

(7
) 

本
半
葉
十

二
行

翻
刻
本
文

に
お
け
る
不
審
箇

所
な
ど
、
ご
指
摘

い
た
だ

け
れ
ば
幸

い
で
す
。

 ・:


